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○議長（内村博法議員） 

皆さんおはようございます。ただいまから本日の会議を開催いたします。 

日程第１、昨日に引き続き一般質問を行います。 

なお、質問並びに答弁は、会議規則第５４条第１項の規定を遵守し、簡明にお願いし

ます。なお、通告外にわたっての発言はできないことを申し添えます。 

通告順６、浦川圭一議員の①施政方針で取り組むとされた事務事業の実施状況につい

ての質問を許可します。 

１番、浦川圭一議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

おはようございます。質問に入る前に本日も北海道で大きな地震が発生をしておりま

す。それに加えまして、昨今の台風、豪雨などの自然災害により犠牲になられた方々に

心よりお悔やみを申し上げますとともに、被災された皆様に対しまして、謹んでお見舞

いを申し上げます。 

それでは、質問に入らせていただきます。施政方針で取り組むとされた事務事業の実

施状況について。施政方針の中で、各所管における事務事業について数値目標やＫＰＩ

を含む初期の目的を達成すべく、総合的かつ着実な推進を図り、幸福度日本一のまちを

目指すとされておりますが、今年度も約半年が経過をしようとしている現在までの取組

状況をお伺いいたします。１点目、本年２月に長崎県が土砂災害防止法に基づく土砂災

害警戒区域を本町で指定したことからハザードマップ等による町民への周知を行い、減

災に努めていくとされておりますが、その現状をお伺いいたします。２点目、連携中枢

都市圏形成については、適切な役割分担による効率的、効果的な事業構築、実施と新た

な連携の可能性についても検討するとされているが、本年度において新たに検討した取

組があればその状況をお伺いいたします。３点目、健全財政堅持のため歳出全般にわた

り無駄を徹底的に排除する趣旨の記述がありますが、本年度、現在までに取り組んだ事

例があれば示していただきたいと思います。４点目、町制施行５０周年事業について、

ロゴやキャッチコピーを募集するなどの募集事業及びキャッチコピー等を利用し、各種

媒体を介した周知事業を中心に実施するとされているが、この現状をお伺いいたします。

５点目、橋りょうについては、長寿命化修繕計画に基づき年次ごとに修繕を行う。また、

町道の維持管理については、計画的に舗装の補修、打ち替えを行っていくとされている

が、現時点までの取組状況をお伺いいたします。以上、お願いいたします。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

改めまして皆さんおはようございます。今日、最初の質問者であります浦川議員の御

質問にお答えをさせていただきたいと思っております。まず、１番目１点目の御質問で

ございますけれども、土砂災害警戒区域指定に伴うハザードマップ等による町民への周



知、減災という御質問でございます。この土砂災害防止法に基づきまして、平成３０年

２月に長与町では土砂災害警戒区域、特別警戒区域が６３５か所指定をされました。こ

れらの区域につきましては、土砂災害ハザードマップを改正いたしまして、平成３０年

４月に全世帯に配布を行いました。また、ハザードマップの拡大版を作りまして、３０

年６月には公民館や防災センター等にも貼りまして周知を図っておるところであります。

このように住民の方には土砂災害に対する理解及び防災意識の高揚を図りまして、災害

の発生する前の早期避難を呼びかけるようにしております。また、地域の防災訓練で職

員派遣の依頼がある場合があるわけでございますけども、そういったときにお話をする

中で、土砂災害警戒区域の概要並びに町から発信される避難情報などにつきましても一

緒に説明を行っているところであります。今後も町の広報紙やホームページといった多

くの方の目につく形での周知及び地域での防災訓練といった個別での対応を図っていき

たいというふうに考えております。 

続きまして、連携中枢都市圏における新たに検討した取組という御質問でございます。

御案内のとおり平成１８年度に連携協約の締結、ビジョンの策定を行いまして、これら

に基づく取組を検討、実施をしているわけでございます。そういう中で平成２９年度に

は、新たな事業として３つのことを取り組んでおります。１つ目は、移住相談会の共同

実施について連携した取組が可能であるかどうかということでございます。２つ目が罹

災証明書の様式等の統一化ということでございます。３点目がオープンデータの推進。

こういったものを協議を行いまして、本年３月にこれらを盛り込んだビジョンの改定を

行っておるところであります。これを受けまして１点目の移住相談会の共同実施につい

てはですけども、１市２町共同による移住相談会を７月に実は福岡で開催をいたしまし

た。圏域における仕事や住まい、暮らしについて紹介することで、ＵＩＪターンを検討

されている方に本町に是非移住をしていただきたいという、そういった取組でございま

した。今月も２回目の開催をする予定でございます。そして２点目の罹災証明書でござ

います。これは被害認定の判断基準や様式等を統一することで、大規模災害が発生した

時に迅速な災害対応を図るということで、災害調査の事務に関する研修会にも参加をし

ております。統一化に向けた内容の検討を今、図っておるという段階でございます。続

きまして３点目のオープンデータでございます。１市２町が保有する行政データをウェ

ブサイトに公開をいたしまして、住民や企業等に活用していただくことで、圏域住民の

利便性向上、地元企業の活性化を図るということでございます。今後、公開する情報の

分野、データ公開の可否、公開の方法などについて協議を行っていく予定でございます。

次年度以降に新たな取組につきましても、引き続き１市２町で協議を行うなどしまして、

連携の可能性についてさらに検討を深めていきたいとそのように考えております。 

続きまして３点目の健全財政堅持のために取り組んだ事例についての御質問でござい

ます。これは幾つかあるわけでありますけども、そのうちの３点ほど御紹介させていた

だきたいと思っております。まず１点目は前年度予算額の一定額を予算要求枠として設



定するシーリング方式を導入いたしまして、平成３０年度当初予算におきましても引き

続きシーリングの設定を行いまして、所管課におきましては需用費をはじめとする経常

的経費の削減に日々取り組んでいるところでございます。２点目は庁舎内や学校関係で

使っておりますパソコンの調達方法をリース方式から買取方式へと段階的に移行してい

こうと思っております。それによって経費の縮減が図れるということでございます。３

点目は補助金の見直しです。これは議員の方からも出されてますけども、一昨年に補助

金見直しに係る指針を作成をいたしまして、その基本方針に沿って今年度におきまして

も、交付要綱の整備を進めているところでございます。そしてこれらのシーリングなど

歳出削減の実施によりまして、限られた予算の中でサービスの低下を招くことが無いよ

う質の向上を目指そうとする職員の意識改革も高まっておるところでございます。今後

におきましても職員１人１人の知恵を結集し、地方自治法の本旨である最少の経費で最

大の効果を生み出すような効率的かつ効果的な行財政運営に取り組んでまいりたいと考

えております。 

続きまして４点目の御質問でございます。町制施行５０周年に係る記念事業につきま

しての御質問でございます。昨年度末に実行委員会を開催いたしまして、実行計画を策

定をしていただきました。予定している事業につきましては、それぞれ実施に向けた詳

細な検討を現在行っています。その中で募集事業は既に取組を始めているものでござい

まして、ロゴマークとキャッチフレーズにつきましては、４月２０日から２か月間募集

を行いました。その結果ロゴマーク２３１点、キャッチフレーズ５６６点と町内外から

多数の応募がございました。そして７月２６日に開催しました実行委員会におきまして、

応募作品の中から最優秀賞１点、優秀賞５点を決定したところでございます。受賞作品

につきましては、今月号の広報誌のほか、ホームページにて発表を予定しております。

最優秀作品につきましては、今後、町制施行５０周年のＰＲ等にも積極的に活用してま

いりたいと考えております。また、長与町への思いに関する標語あるいは５０年後の町

を描く未来予想図につきましては、町内小中学校児童生徒の夏休みの宿題として募集を

行っておるところであります。町制施行５０周年の周知につきましては、広報紙やホー

ムページ、ＳＮＳを活用いたしまして、随時情報を発信しておりますが、現在特設ホー

ムページの開設に向けて準備を行っているところでございます。このページでは各種イ

ベントなどの周知を行うほか、町民の皆様とともに５０周年を祝い、気運を高めるため

に来年１月１日までの１００日間、町民の皆様からお寄せいただきました写真を利用い

たしましてカウントダウンを行う予定でございます。今後とも５０年の歴史を未来へと

繋ぎ、より郷土愛を育み記憶に残るような事業の実施に努めてまいりたいと考えており

ます。 

続きまして最後の５点目の御質問でございます。橋りょう維持管理、道路舗装補修に

ついての御質問でございます。この橋りょう修繕につきましては、町道に架かる橋りょ

う全１０９橋につきまして、橋りょう長寿命化修繕計画の策定を行いまして、その中で



特に健全度が低い橋りょうにつきまして、平成２４年度から今年度までに修繕工事を５

橋、架替工事を１橋行いました。また、それに伴う橋りょうの定期点検につきましては、

５年ごとに行うこととされておりまして、平成２６年度から今年度までの５か年で一巡

目の点検が終了をする予定でございます。この点検を踏まえまして、次年度から修繕工

事を２橋計画しております。今後も引き続き各橋５年ごとの定期点検を行いまして、橋

りょうの保全にも努めてまいりたいと考えております。町道補修におきましては、平成

２８年度に路面性状調査というものを行いました。そして、維持管理計画を策定したわ

けでございます。昨年度は国の補助金が削減された中で２路線の舗装工事を行ったとこ

ろでございました。しかしながら、今年度は平成２８年度に当初計画を策定したときと

国の補助金の採択基準が変更となったこともありまして、計画どおりの施工は難しくな

っておるところでございます。今後も引き続き国の動向を注視しながら新たな財源を研

究し、適切な維持管理に努めてまいりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

それでは、再質問をさせていただきます。まず、今回のこの質問につきましては、施

政方針ということで３月議会で町長がこの議会をとおして町民に発言をしたということ

で、１番この身近な計画と思っておるんですが、それが確実に進捗がされてるのかとい

うことを、ちょっとお聞きをしたいという趣旨で質問をさせていただきました。 

それではまず１点目の（１）番目でございますけども、まず、住民への周知を図るた

めに４月にハザードマップ等を全戸に配布をしたと。それで６月には公民館等にも配付

をして制度の周知を図っているということで、その中で早期避難を呼びかけているとい

うようなことと、あと、答弁の中でもほかにも様々な取組をしてるんだというふうなこ

とを言われたんですが、ちょうどこういう取組をされてのち７月に豪雨が発生をしてお

ります。したがいまして、この７月豪雨時に実際この対応がどうだったのか。体制がど

うだったのか。そこら辺について質問をさせていただきます。まず、今回特別警報が発

令されて避難勧告を町長が発令をした中で、まずこの避難勧告に伴う指定避難所を１１

か所を開設して受け入れをしていくという体制になっておると思うんですが、この１１

か所の受け入れの体制は万全にできたのかというところで質問をいたします。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

はい、ただいまの御質問にお答えしたいと思います。まず、避難勧告につきましては、

深夜の２１時３４分ということで発令がありまして、すぐさま４０分には避難勧告とい

う形で発令をさせていただいております。その事前におきまして、昨日の答弁でもちょ

っとお話をさせていただきましたけども、常にその体制をとるということで、職員の体



制並びに消防団への発令と言いますか、出動をお願いをしていたところでございます。

今回は特に警報の出る時期が、本町は他の市町に比べまして１番遅い発令でございまし

た。もちろん情報は刻々と入ってきておりまして、また、気象台との連携も図りながら、

また、県の防災課とも連携を図りながら、その体制をとっていたところでございます。

実際の避難をされた方は３０世帯の５３名が１番最大でございまして、いろんな気象状

況の変更におきまして、そういう意識は持っておられたと思います、住民の方も。実際

はそういう避難になったというふうなことでございます。もう１度申しますと３０世帯

の５３名でございます。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

世帯人員が今回３０世帯の方が５３名避難をされたということですけども、これは次

聞こうと思っとったっですけども、そういうことですね、分かりました。避難所の開設

はもうとりあえず準備ができたということですよね。そういう理解でよろしいですかね。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

避難所につきましては、体制を整えて１１か所開けております。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

分かりました。やっぱりお聞きしますと、この避難された方のいろんな対応をとって

るんだという中で時間の問題とかもあったんでしょうけども、これは本町に限らずなん

でしょうけど、どこもやっぱり避難をされる方が少ないということで、今いろんな所で

もいろんな調査をされているようでございます。そういった中で今回この土砂災害警戒

区域というのが指定をされたわけですよね。その中で特別警戒区域というのは、先程、

同数ということで答弁されてたようですけど、特別警戒区域６３０か所ということで、

私がちょっと調べたところでは５か所ぐらいちょっと数値が違うんですけど、そこはい

いんですが、そのように理解をしておるんですが、ここについては県が建築物に著しい

危害を生じるおそれがある区域ということで指定をされてるわけですね。だからそうい

う災害時とかにはもうお宅の家は相当危ないですよっていう指定をされるわけですよ、

県がこれ。今年の２月から。だから今までどおり確かに警報が出てもなかなか避難をし

ないとか、そういうどちらかと言えばオオカミ少年的な感覚でなかなか動いてくれない

というような実態にあったと思うんですが、この２月からこれが指定をされたことで明

らかにこの指定区域に関連するその家屋については危ないですよっていうことを明確に

言うとるわけですよね、県がですね。そういった中で少なくとも私はここに関連する人



達はやっぱり避難をしていただくべきじゃないかなというふうに思ってるんですが、こ

の６３０個の区域に関連する家屋の世帯数というのは分かりますか。もし分かれば教え

ていただきたい。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

土砂災害警戒区域と土砂災害特別警戒区域の大きな違いというのがございまして、ど

ちらも急傾斜地の崩壊が発生した場合に住民等の生命または身体に危害におそれがある

地域ということでなっております。この地域につきましては、特に土砂災害特別警戒区

域につきましては、今後の特定の開発行為の許可並びに建築物、構造物等の規制等が行

われるということなっております。ということでありまして、現時点の建物については

そういう移動がなければ、区域という、特別区域という区域内ではありますけども、今

後の建替とか何かになる場合はもう一定の制限がかかるということでございます。それ

とあと、今言われましたけど、区域における世帯数でございますけども、手元にはちょ

っと資料がございませんので、後程御報告したいと思います。世帯数につきましては、

この区域内の世帯数ということではございません。 

○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

警戒区域の説明をしていただいたんですが、今言われるように開発制限とか、建築物

の制限とか、そういうのが被ってくるというのは分かるんですが、その一方でやっぱり

警戒体制の整備という目的もあるわけですから、そこはやっぱり対象地域に居住をされ

ている方とかについては、速やかな避難をしてもらうことが優先じゃないかなというふ

うに思うんですが。長与町の場合５３名といえば０.何％ぐらいになるんですか。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

平成３０年８月１日現在の人口が４万１,９８３でございますので、パーセンテージ

にしますと０.１３％となります。 

○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

分かりました。この県が指定をして町がそういう周知を図っているということは、あ

くまでもやっぱり避難体制の整備を目的、それに伴う減災が目的だということで私は考

えておりますので、是非少なくともこういう所にこの関連する区域に居住している方々

が何世帯あって何人ぐらいおられる。そこをやっぱり基準に持っておられて避難体制の



強化をしていくということが、私は重要だと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

昨日もちょっと答弁の中にもありましたけども、一応消防団とか地元の地域の方々が

日頃から危険箇所ということで巡回とかしていただいております。もちろんそういうよ

うな意味でもその地域の防災力を高めながら、先程議員の御提案がありましたように、

こういう世帯数把握等も今後進めていきたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

ちょっとしつこいようですけども、今回、長与町全域に避難勧告を発令をされたわけ

ですよね、先程言われた４万２,０００人近くの方たちを対象に。実際避難をしたのが

５３名、これ４万２,０００、丸々来られてもこれはどうもならん、受け入れもできん

ような話ですよね。ただ、５３人の方、少ないなと思われてるのか、十分だったと思わ

れてるのか。少ないなと思われてるんだったらどれくらいの方がもしここに来られれば、

来られたぐらいが妥当な数字かなというのは、そこら辺の感覚っていうのは何かないで

しょうか。どれくらいの方たちが、例えば避難して来られた。一方では４万２,０００

人って多過ぎるでしょう。５３人はちょっと少な過ぎるとかという話で。これは何でこ

の話をするかというと、広島県辺りも死者が、１００人ぐらいの方が犠牲になられてお

るわけですね。０.３％ぐらいの避難率って言うことで、余りにもこの避難者が少なか

ったということで、根本的にこの避難体制を考え直すことでもう取組を取りかかるとい

うことを言われてるわけですよ。先程長崎県も、長崎県においては０.２％ぐらいだっ

たということで、恐らく各自治体に調査が入ってると思うんですけども、恐らくそうい

う余りにもこの少ないというのをどうにか是正をしようということで、対応を考えてお

られるんだと思うんですね。だから来ただけで何もなかったから終わりというんじゃな

くて、私、今回の災害は特別警報ということで、もう初めての長与町のことで、たまた

まこの雨の固まりがそれてくれたんだということで、本当に幸運だったというふうに思

ってるんですよ。だからもう本当にこの災害が来たときのこと、もし来た場合にやっぱ

り万全に対応するということで考えていただきたいと思います。答弁は求めませんので、

次に行きます。 

次に連携中枢都市圏の件についてでございますが、まず、先程答弁をお聞きしますと、

本年度については移住相談会を開催したということと、オープンデータを公開して住民

の利便性の向上と地域、地元企業の活性化を図るというような答弁があったかと思うん

ですが、この移住相談会ですが、まず成果はこれあるんですか。本町に移住をしたとい

う方いらっしゃるんですか。 



○議長（内村博法議員） 

荒木政策企画課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

移住相談会ですね、７月２１日に福岡市の方で１市２町合同で移住相談会を開催をい

たしました。この日の相談件数が７件ございまして、内容としましては、仕事を探して

いらっしゃるとか、あと住居ですね。あと、それぞれの市町、長与町での住環境ですと

か、子育てそういった環境に関する御相談という内容でございました。これがすぐに移

住に繋がったということはございませんが、例えば長崎市のことをちょっと話を聞きた

いとおいでになられた方が、隣に長与町というそういう町があるんだと、子育て環境い

いんだということで、本来なら情報が伝わるはずのない方にこういった情報が広がって

いったということは、１つの成果だと考えております。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

オープンデータの公開というところについては、ちょっとよく書き取れなかったんで

すが、ここは十分な周知をされておられるのかどうかですね。せっかくですので住民の

利便性の向上というのも目的にあるようですので、そこら辺の状況はどうなのか。 

○議長（内村博法議員） 

荒木政策企画課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

オープンデータにつきましては、今後の公開に向けて現在内容の検討をしている段階

でございます。簡単にどういったものかということを申し上げますと、機械的に判読が

しやすい形、要は人が見やすいというよりもそのデータを基にいろんな活用ができると

いうものの公開を予定しております。その活用としましては、例えば、民間の業者がア

プリの開発でいろんなものの情報をそこに集約してそれを住民の方が使っていくと、そ

うした利便性というものが考えられますので、今後公開するに当たりましては周知に努

めてまいりたいと考えております。 

○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

分かりました。あとこの連携計画の中であと１点ちょっとお聞きをしたいんですが、

この協約書の中で示されております道路交通の取組で、この項目の中に圏域内の交通の

円滑化を図るということで記された部分があるんですが、それに関連して私以前、長与

町内に存在する長崎市道の管理について１回質問をさせていただいてるんですが、本数

とその管理がどうなるんでしょうかということで。本数は１８路線あるということで、

管理は長崎市がやるんだということで答弁をいただいてるんですが、そういった中でこ



れにあえて関連させて質問をさせていただくんですが、長崎商業高校のこのグラウンド

沿いの道路の法面がかなり流木とか、雑木とかつるとか草が覆いかぶさって、部分的に

道路の外側線より出たような部分もありますので、例えば自分が職業訓練校の方から行

った時に斜面側を通るんですが、正面からあそこバス通りにもなっておりますので、バ

スが来たときにどうしても左に寄せようとしたときに、どうしてもかぶっているもんだ

から止まらんといかんような状況になる場合もあるわけですよね。だから状況はそうい

う状況なんですが、そういったものについて長崎市にちょっと管理を適切な、部分的で

いいんですけども、管理をちょっとお願いができんもんかですね、この協定書の関わり

からと言いますかですね。こういうもの持ってちょっと適正な管理をお願いできないか

というようなことが言えないものかどうかですね。 

○議長（内村博法議員） 

中尾土木管理課長。 

○土木管理課長（中尾盛雄君） 

すいません、私が協定書の中身をしっかり把握してない部分もあったんですけど、そ

れぞれの案件があった場合には、個別対応という形でやっていこうとは考えております。

ただし根本的な部分でというのは今後の協議の１つになろうかとは思います。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

久保平企画財政部長。 

○企画財政部長（久保平敏弘君） 

企画の方からちょっとお答えいたしたいと思います。連携協約には様々な事業が想定

をされております。その表現にかちっと当てはまるものではない、要はぼやっとした中

でこれも関係あるんじゃないのみたいなやつも当然出てくると思います。基本的に連携

協約を締結したということは、今後、地域課題を一緒に解決していこうというような意

思表示でもありますので、それぞれの所管において、こういう問題があるんだけどもど

うでしょうかというような課題を提起して協議をしていくということはもちろん可能で

ございます。それぞれの所管でそういった形で今後も取り組んでまいりたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

それでは要請はできるということで理解をしました。実際交通に支障がある部分とい

うのは、職業訓練校を出た所から日当ノ尾の県道に出る間の部分の中で、１、２か所な

んですけども、贅沢を言わせていただければ景観的にちょっともう覆いかぶってるもん

ですからできればきれいにしていただくような要望をしていただければとお願いします。 

そしたら次に行かせていただきます。この財政健全化堅持のためということでござい

ますが、これはパソコンの調達方等の見直しとか補助金の見直しとか、そういうことを



やってるんだということで答弁をいただきまして、最後に職員の知恵を結集して最大の

効果を生み出すような行政運営に取り組むというようなことも言われておりますが、パ

ソコンの調達方法については、６月議会だったと記憶をしておりますが、補正予算でそ

の理由なり説明なりは受けておりまして、現状のリース契約よりも買い取りの方が有利

であったということで説明をしていただきました。そういった中で補正で臨機応変に取

り組んでいただいたということで、大変良かったのかなというふうに感じております。

あと無駄を徹底的に排除するという中で、聞くところによりますと、職員の研修旅費等

がかなりもう厳しく削られているというような話をお聞きをするんですが、最後の知恵

を結集してという中で、この知恵を持ってくる場にもなるわけですので、必要に応じて

こういうのは、あまりにも過度になり過ぎないように対応していただければと思います。

私どものこの議会の方は幸いにも県外にも２回研修を行かせていただいて、県内研修も

３回ぐらい、希望すれば滋賀県の研修所に研修に行くこともできるというようなことで、

私ども議員の方はかなり充実した体制をとっていただいておるんです。予算措置をして

いただいておるんですが、どうもその職員のそういう研修旅費等がかなり厳しく対応が

されてるということで、実態はどうなんでしょうか。私は聞いた話なんで実態がよく分

からないんですが、簡単に実態が分かれば教えていただきたいんですが。 

○議長（内村博法議員） 

荒木総務課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

お答えいたします。確かに職員の旅費、研修旅費については年々縮減という方向には

向かっておりますが、その中におきまして最大限の効果を生むような形で、研修に行か

せてもらった職員が持ち帰って職場の中で共有をするとか、数が行けない分そういった

効果を生み出そうかというふうなところで取り組んでいるところでございます。 

○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

分かりました。是非余り行き過ぎた締めつけはしないようにお願いをさせていただき

たいと思います。 

それで次の町制５０周年事業についてでございますが、これはもう基本的に私はもう

純粋に何をやられるのか、さっぱり分からんやったもんですから質問をさせていただき

ました。まず、一応今年度の施政方針に関することということで質問をさせていただい

ておりますので、この募集事業、周知事業を今年度にやるっていうことになっておりま

すが、募集事業については、ほぼほぼもう大体終わったということで、今から４月まで

の間、周知事業に入るということで理解してよろしいんでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

荒木政策企画課長。 



○政策企画課長（荒木隆君） 

募集事業につきましては、町長の答弁にもございましたとおり現在進めているところ

で、あとロゴマーク、キャッチフレーズを使った周知というものを今後進めてまいりた

いと考えております。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

その募集事業の中での取組だと思うんですが、町内の事業所なり団体等に対して町民

自主企画事業ということで募集をかけられておると思うんですが、これが９月３日に締

切りを迎えているようでございますけども、ここの応募件数とか分かりますでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

荒木政策企画課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

町民等による自主企画事業の補助金につきましては、御指摘のとおり３日に締切りを

しまして５件の応募があっております。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

それではこの事業について、町も町自体で何をやられるのかっていうのは、私どもさ

っぱり分からないんですが、まだ公表できないのであれば結構なんですが、もし公表で

きるようなものがあればこういうものをやっていくんだということをちょっとお示し願

えればと思うんですが。 

○議長（内村博法議員） 

荒木政策企画課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

今後予定をしております個別の事業につきましては、内容によっては御指摘のとおり

第三者機関による決定を待たなければいけないものであるとか、講演会の講師の依頼な

ど、あと予算の関係もありまして、タイミングがどうしても、その公表のタイミングと

いうものが出てくると思います。そうした中で包括的に申し上げますと、新たな記念事

業として取り組むものですとか、これまでも例年行っていたものに５０周年という冠を

つけて内容の充実を図っていくというふうな内容でございまして、今、進めているもの

で申し上げますと、先程町長の答弁にもございましたとおり特設のホームページで住民

の皆様からいただいた写真を使ってカウントダウンをやっていくというもの、それから

長与町の歴史展ですとか、今昔写真集というものを考えておりまして、現在、町民の皆

様がお持ちの長与の昔の写真というものを募集をしてまいりたいと、現在進めているの

はそういったところでございます。以上です。 



○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

この歴史展とかいろんなその写真を、そういったものをまとめた冊子というのは作る

予定はないんでしょうか。例えば５０年の長与町の歩みとかですね。何かタイトルは別

にして、せっかく集められて、もうそれで終われば、式典が、開催が終われば、展示が

終われば終わりだというのもなんか寂しい気もするなと思うんですが。 

○議長（内村博法議員） 

荒木政策企画課長。 

○政策企画課長（荒木隆君） 

先程申し上げた今昔写真集っていうのが、例えば長与の昔と今での比較しながら学校

では教材として使えるものというふうなことで考えてます。これとは別に、これまでも

１０年ごとの節目において、記念誌というものを作成しておりまして、今回も町制５０

周年を記念いたしまして、これまでの長与の歴史を振り返るような内容の記念誌を作成

しまして、全世帯に配布をするように予定をしております。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

分かりました。 

それでは最後の橋りょうの修繕について質問をいたします。これは長寿命化修繕計画

というのがありまして、これに基づいて計画的に修繕をやっていくということが言われ

ておるんですが、先程の答弁をお聞きしますと、２４年度から今年度までに修繕を５橋、

架替を１橋行ったということを言われたんですが、この計画書を見ますと１６橋の修繕

計画となっておるわけですね。２７年、８年で、８橋、８橋で。ここがまず違っている。

計画書と合ってないというこの理由は何でしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

中尾土木管理課長。 

○土木管理課長（中尾盛雄君） 

私が把握している分では、多分そちらは点検計画の方じゃないのかなと思うんですけ

ど、２４年度から修繕５橋、架替１橋という形で御返答はさせてもらっております。ま

ず、その５橋と１橋っていうのは、まず健全度が特に低い、詳細な点検を行わずにもう

今、既に危ないよと、よくないよという部分について先にさせてもらっております。そ

れ以降については、個別の点検を５年ごとに行う部分で、そこで出てきた分について現

状を見て修繕を計画的に行っていくということになっております。 

○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 



○１番（浦川圭一議員） 

その修繕の内容とかじゃなくて、この施政方針の中で長寿命化修繕計画に基づいて修

繕を行っていくというのが言われてるんですよ。私ども町のホームページから出せるの

がこの橋りょうの計画書しかなかったもんですから、これが年次ごとにずっと何年に何

をしていくと書いてあるわけですね。だから私はてっきりこの計画に基づいて橋りょう

の管理をやっていくんだということで思って質問書を書いたんですよ。これ以外に計画

書があるっていうことなんですか。 

○議長（内村博法議員） 

緒方建設産業部長。 

○建設産業部長（緒方哲君） 

議員おっしゃられる橋りょう長寿命化計画、平成２５年３月、平成２４年度に策定し

ております。まずこれ基づいて我々は修繕計画を立ててやっておるところでございます。

２４年度に立てた計画でございますので、その後、毎年、平成２６年度に、２４年それ

以降に毎年近接目視点検をするという法律上位置づけられまして、平成２６年度から毎

年５年にいっぺんごとには必ず点検をしなさいという法律上も変わっております。その

中で、まず我々が２４年度に点検したのは、そういう近接的な点検ではなく、ちょっと

簡易的な点検の部分もございましたので、その中で特に健全度が低い橋りょうにつきま

して、先程申したとおり５橋、架替工事１橋をやっておるところです。計画書には議員

おっしゃられるとおり平成２７年度に８橋、２８年度に８橋修繕を行うような計画にな

っておりましたけども、２６年度から点検で行った部分について、順次、健全度等を判

定しながら今後、先程答弁申し上げましたとおり来年度に２橋修繕工事を計画している。

今後も点検をしてみないと分からないという部分もございますし、点検しながら健全だ

ったものも今後点検していくとまた、不良箇所も出てくる可能性もございます。計画と

しては、策定時点でのあくまでも将来を見越した計画ということでございまして、やは

り毎年毎年点検をしていく中で、その中で詳細に点検をした結果、健全度が低いものに

ついては、優先的に修繕をしていくことということになっておりますので、今ホームペ

ージに公開している修繕計画自体がちょっと時点が古いものになってしまっておるのは

申し訳なく思っておりますけども、毎年毎年点検をしながら計画的に今後も進めていき

たいと、これにつきましては、県全体の道路メンテナンス会議等でも報告しながら、修

繕計画を計画的に進めていく、そういう形でやっております。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

冒頭申しましたけれども、質問の趣旨が町長が施政方針で述べられたことが、きちん

とできてるかということを私はお聞きしたかったんで、その内容については今言われて

分かるんですが、もう１点、答弁で言われた今年で点検も全て一巡するということで、



この計画を見れば来年３１か所して終わりなんですよ、この計画でいけば。だからこう

いう間違った計画、これは何の意味も無いわけでしょ、この計画は今のところ。何か意

味が持つんですか、この計画は。意味を持たないような計画であれば修正を加えて下さ

いよ。特にこの点検とか入っておるわけですから、当然、点検をした結果というのも反

映したような計画書にしていかんとですね。だからこれ毎年更新していいじゃないです

か。そういったものをこの住民が見るわけですからね、公表されてるということは。更

新をしながら公表をしていくということで、私てっきりこの計画に基づいてやっていく

ということでしたので、もうこれしかないもんだからこれを見ながら質問書を書いたわ

けですよ。そしたらこれではないんですよと答弁で言われても何の言いようも無いわけ

ですたいね。だからここら辺の計画書の整備とか特にもう今、情報公開でいろんな計画

公表されてますけども、変われば変わったで更新をかけるとか、そういう取組をしてい

ただきたいと思うんですが、ほかの計画は見てませんけども、そういった対応っていう

のはできますでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

緒方建設産業部長。 

○建設産業部長（緒方哲君） 

我々手持ちでは更新したデータ等を持っておりますので、直ちに公開して最新のもの

に差し替えていきたいと思っております。申し訳ございませんでした。 

○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

是非そのように対応していただきたいと思います。最後に町道補修について、答弁で

なんか制度が変わって予定どおりちょっと施工が難しいというような答弁でございまし

たけども、これは予算の計上はされてたんですかね。予算書まではちょっと確認してき

てなかったんですが、 

○議長（内村博法議員） 

中尾土木管理課長。 

○土木管理課長（中尾盛雄君） 

当初予算の方には計上させていただいております。当初予算議決後の３月の末ぐらい

補助金の要綱が変わったという形で、今年度の施工にちょっと支障をきたしている状況

であります。 

○議長（内村博法議員） 

浦川議員。 

○１番（浦川圭一議員） 

国費ですよね、何か国の、相当ずさんだなという感じがするんですが、そういうこと

であればどうしてもこの道路もかなり傷んでますので、私もここは期待をしてたんです



けども、そういう事情でできないということであれば仕方がありませんので、質問を終

わらせていただきます。 

○議長（内村博法議員） 

場内の時計で１０時４０分まで休憩いたします。 

（休憩 １０時２３分～１０時４０分） 

○議長（内村博法議員） 

休憩前に引き続き会議を再開し、一般質問を行います。通告順７、饗庭敦子議員の①

災害に強いまちづくりについて、②町の暑さ対策についての質問を同時に許します。 

５番、饗庭敦子議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

皆さんおはようございます。９月１０日から１６日、自殺予防週間でございます。鹿

児島県では中学３年生の方が自殺してしまったというとても悲しい事件、事故が起こっ

ております。皆さんの周りにも元気のない人がいらっしゃったら、是非声を掛け話を聞

いてください。ほんの少しの勇気と行動が世界を優しくするが今年のテーマです。長与

町の昨日発行された広報ながよ、ホームページに啓発週間というものが掲載されてない

のが誠に残念でございます。それでは質問に入ります。②の暑さ対策の中の小中高のエ

アコンに関しましては、昨日から多くの議員からの一般質問が出ております。本日の新

聞報道で、長与エアコン設置へという見出しで報道されております。それにより本日の

答弁も昨日とは変わるものと期待し、御質問させていただきます。 

①災害に強いまちづくりについて。広島、岡山、愛媛県など西日本を中心に甚大な被

害を出し、平成最悪の豪雨災害となりました西日本豪雨、被災地の上を東から西へ横断

するなど異例のコースをたどった台風１２号、その後たくさんの台風２１号まで数々の

台風が日本列島を連続して災害に見まわれております。西日本豪雨では逃げ遅れたと見

られる犠牲者が相次ぎ、１人での移動が困難な高齢者も多数含まれていたと報道されて

います。的確な避難情報提供と行動支援が必要と考えます。地域の特性もあるとは思い

ますが、災害に強いまちづくりについて、住民と行政が一丸となった取組が必要です。

本町におきましても災害時の緊急体制や日頃の防災対策、危険箇所の確実な周知、お互

いが助け合う繋がりなど、多くの課題があると感じております。そこで以下の質問をい

たします。（１）避難行動要支援者支援制度について現状と課題をお伺いします。

（２）災害に対する危機意識の醸成についてどのような取組を行っているかお伺いしま

す。（３）防災情報が住民に正確にタイムリーな情報が提供されているかお伺いします。

（４）災害時のマンパワーの確保について現状と課題をお伺いします。（５）災害用の

備蓄食料について現状と課題をお伺いします。（６）消防団の充実、強化について本町

の考えをお伺いします。（７）自主防災組織の育成についてお伺いします。 

②町の暑さ対策について。埼玉県熊谷市で国内の統計開始以来の最高気温を更新する

４１．１度を観測した記録的な高温となり、熱中症により搬送者が多数発生しておりま



す。こうした今年７月の気象状況について、異常気象の連鎖だったと気象庁の見解は示

されております。また災害級の猛暑とも言われております。長崎市と西海市で８月１０

日に、今夏の記録的な猛暑を受け、それぞれ市立小中学校の全普通教室へのエアコン設

置をする考えを示しております。県内で今後検討したいとする自治体もある一方で、必

要性を感じていても財政的理由で設置が難しいという意見も多かったというふうに報道

されておりました。そこで長与町の取組について質問いたします。（１）町で小中学校

の全普通教室にエアコンが設置する考えがあるかお伺いします。（２）保育園の暑さ対

策への指導はどのように行われていますか。また、公営である高田保育所のエアコン設

置はどのようになっていますか、お伺いします。（３）町内の介護施設の暑さ対策、熱

中症予防についてはどのような指導を行っておられるのかお伺いします。（４）高齢化

が進む長与町におきまして、高齢者への暑さ対策、熱中症予防についてどのような対応

を行っているか、お伺いします。以上質問いたします。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

それでは饗庭議員の御質問にお答えをいたします。２番目１点目の御質問につきまし

ては、所管をしております教育委員会から回答いたします。私の方からその他の質問に

つきましてお答えをいたします。まず１番目１点目でございます。避難行動要支援者支

援制度についての現状と課題という御質問でございます。この避難行動要支援者の支援

制度につきましては、災害対策基本法の改正によりまして、要支援者名簿の作成と配布、

そして個別支援計画の作成が義務づけられたところでございました。本町におきまして

は、昨年度、長与町避難行動要支援者避難支援プラン全体計画の策定、並びに避難行動

要支援者等管理支援システム、こういったものを導入いたしまして、名簿の作成を行い

ました。平成３０年４月１日現在の要支援者数は１,２５１名で、そのうち支援の同意

をされた方が７２９名となっております。今年度はその同意者の個別支援計画の作成に

取り組むために７月にコミュニティ地区単位ごとに制度の内容及び協力依頼の説明会を

実施したところでございました。８月以降は自治会単位ごとに計画作成スケジュールの

相談などを実施いたしまして、順次、個別支援計画の作成に取り組んでいる状況でござ

います。今後計画の作成を進めていく中で、様々な問題点等が出てくると思われますけ

れども、昨今の御近所関係の希薄化による支援協力者の確保など地域の実情、特性に応

じた取組をいかに進めていくかが課題であると考えております。 

続きまして２点目でございます。災害に対する危機管理意識醸成の取組という御質問

でございます。毎年、町の広報誌におきまして防災特集を掲載しておりまして、防災知

識の普及や避難所等の周知を図っておるところでございます。また、町ホームページの

中に防災のページを設けておりまして、御覧になっていただければ出てますけれども、

「災害に備えて」という項目で避難する際の心得や非常時の持ち出し品のチェックリス



ト等を掲載しております。また土砂災害ハザードマップを改正いたしまして平成３０年

４月には全世帯に配布を行いました。またハザードマップの拡大版を作りまして、公民

館や防災センター等に貼っております。そういうことを含めまして、危険箇所及び制度

の周知、こういったものを図っておるところでございます。このように住民の方には土

砂災害に対する理解及び防災意識の高揚を図ってまいりまして、災害発生前の早期避難

を呼び掛けておるところでございます。今後も地域での防災訓練の充実、防災に関する

情報発信を行いまして、防災意識の高揚を図っていきたいと考えております。 

３番目の防災情報の住民への提供という御質問でございます。防災気象情報等を情報

伝達機器によりまして、迅速かつ的確に情報提供しておるところでございます。特に防

災行政無線のデジタル化をいたしましたところ、各情報媒体との連携が可能となりまし

て、一般に町内放送としての防災行政無線の活用がなされております。しかし、そのほ

かにも登録制メール、電話確認サービス、町ホームページ、Twitter、Facebook、ケー

ブルテレビ放送等の活用も併せて行っているところでございます。 

次に４点目の災害時の人員確保における現状と課題という御質問でございます。災害

発生の初動期におきましては、町職員の初動活動を円滑に実施するための手引書として

長与町職員初動マニュアルを作っております。職員参集の基準、あるいは留意事項、各

課の活動、災害対策本部への移行などについて明示をしておるところであります。また

災害が発生した場合に、住民、自主防災組織、消防団、行政、防災関係機関等の多様な

主体が適切にそれぞれの役割を担いながら、相互に連携協力して取り組むことが重要で

あり、地域に密着し、即座に対応可能な消防団にその中核的な役割を担っていただくと

いうのが今の実情でございます。なお大規模災害時の発災時には町長が知事に対しまし

て、自衛隊の災害派遣の要請を行う、そういったことや、隣接する市町との災害時応援

協定によりまして、職員の派遣あるいは資機材の提供を受ける体制づくり等の適切な措

置を検討していきたいと考えております。なお大規模災害が発生した場合に、十分なマ

ンパワーを確保するためにはボランティアの方々の協力が必要であり、受援体制の確保、

どういった協力をしていただくか今後検討することが課題だと認識をしております。 

次に５点目の災害用備蓄食料の現状と課題という御質問でございます。備蓄物資につ

きましては、現在乾パン、缶詰パン、安心米、飲料水を防災倉庫に保管をしております。

また、大型量販店等との災害時における防災活動支援等に関する協定を結んでおりまし

て、食料品、生活必需品、医薬品等の支援協定を締結しております。なお、救援物資は、

これは備蓄物資の放出によるものとしますけれども、大規模災害等の発生時に供給量の

不足や遅延、いかにこれに対して対応していくかが今後の課題であるとしております。 

続きまして６点目の消防団の充実強化という御質問でございます。先日の一般質問で

答弁をしたとおり、災害等の発生時には地域消防の中核といたしまして、消防団の果た

す役割は実に大きいと考えております。近年、消防団員の減少等の課題を抱えておりま

して、消防団員の維持、確保方策の充実、時代の変化に対応した組織編成、運用の改善、



自主防災組織との連携等について取組を進めていくことが、今後最重要課題になるので

はないかと考えております。消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律に

基づきまして、住民の方の積極的な防災活動への参加を促し、地域防災力の充実強化を

一層推進する必要があると思っております。その中で、団員の高齢化や生業の多様化、

こういったものに鑑みまして、次世代を担う若者達に対しまして理解と協力をお願いし、

消防団への加入促進を今後とも図ってまいりたいと考えております。また円滑な消防団

活動を行うためには、事業者の方々の消防団活動に対する理解、そしてまた協力が必要

不可欠でございます。そういったことから消防団協力事業所表示制度の推進と、これも

併せて図っております。今後は消防団員の処遇改善を図りながら、消防団員の行動指針

と安全管理を定めた活動マニュアルの周知、安全装備品の装備の充実、指導、こういっ

たものを行ってまいります。今年度は主に安全装備品の充実を図るため、消防車の購入、

消防ポンプの更新及び全団員分のヘルメットの更新を行うようにしております。 

次に７点目の自主防災組織の育成という御質問でございます。これも先日答弁をいた

しましたけども、自主防災組織を中心に各種の防災訓練がそれぞれの地域で実施をされ

ております。平成２９年度には３１の組織や施設等におきまして、延べ１,４３１名の

参加によりまして地域の実情に応じた防災訓練が実施されました。災害に対処するには、

自分達の地域は自分達で守るという自助と共助の精神に基づき、地域住民が自主的に防

災活動を行う体制を確立することが有効な防災対策と考えております。この中で自主防

災の中心的な役割を担う自主防災組織は、非常時においては即地即応ということで、地

域をよく知っているからこその細やかで迅速な対応が可能となることや、日常におきま

しては顔の見える関係を通して、支え合う絆を育みながら地域密着の取組ができるなど

の特性がございます。そういった意味で、今後も自主防災組織相互の活性化や防災意識

の高揚を目的といたしまして、長与町自主防災組織育成指導要綱に基づきまして、防災

備品等及び防災訓練経費の補助、防災備品の充実のために、町としましては支援を継続

していきます。また大規模災害に備えまして、警察や消防署等の関係機関との連携も大

事でございます。こういった連携を図りながら、常日頃より顔の見える関係を構築して

まいりたいと考えております。 

そして２番目２点目の保育園の暑さ対策への指導ということでございます。今年度は

５月から８月までの間に計５回、熱中症予防の普及啓発、注意喚起に関する文書を送付

して指導を行っております。また、全ての園を訪問いたしまして、温度管理や水分補給

等に関する対応状況や国が示しております熱中症予防チェックシートの活用状況につい

て確認を行いまして、注意喚起があっておるところでございます。また、高田保育所の

エアコンということでございますけども、この設置につきましては乳幼児の体温調節機

能が未熟であることや、体調等を言葉で伝えることも難しいということでございますの

で、全クラスにエアコンは設置をいたしまして、子ども達の体調管理に努めております。 

３点目の町内の介護施設への指導ということでございます。町の指導につきましては



厚生労働省や県からの熱中症予防に関する通知を町内の各事業所へ通知をし、周知と注

意の喚起を行ってまいりました。なお、町内の事業所により熱中症による事故報告など

については、現在のところ連絡はございません。 

次に４点目の高齢者への暑さ対策、熱中症予防についての御質問でございます。今年

の夏は御案内のとおり全国でも猛暑日が続き、皆様も御存知のとおり、テレビや新聞等

で連日熱中症に関する報道もなされております。長崎地方におきましても３５度を超え

る日が何日もありまして、住民の皆さんも熱中症対策をとられていることと思います。

本町におきましても、防災行政無線やポスター掲示、パンフレットの配布などを行いま

して、水分補給や室温の調節など、注意喚起を頻繁に行っております。特に一人暮らし

の高齢者や健康に何らかのフォローが必要な高齢者に対しましては電話による健康状況

の確認や戸別訪問等とも併せて実施をしているところでございます。 

私の方からは以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

勝本教育長。 

○教育長（勝本真二君） 

おはようございます。饗庭議員の２番目１点目の町で小中学校の全普通教室エアコン

を設置する考えがあるかについての御質問にお答えいたします。昨日の質問と回答は同

じになるかと思いますが、本町では子ども達に季節の移り変わりなど自然環境の変化の

中で暑さや寒さを感じ、周りの環境に適し生活していくことができるよう、冷暖房が無

い環境の中で学校生活を送らせるようにしてきました。この夏も廊下の窓を開閉したり

とか、扇風機を設置するなど、各学校で工夫して暑さ対策を行ってまいりました。しか

しながら今年のような酷暑を考えますと、空調設備の設置が課題の１つだと認識してお

ります。今後できるだけ早い時期に設置に向けて教育効果、設備費、設置場所、工事期

間等の調査と研究を進めてまいりたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

それでは再質問をさせていただきます。まず（１）の分で避難行動支援者支援制度に

ついてなんですけれども、全体で１,２５１名、同意者が７２９名ということなんです

けれども、やはり同意者は１００％にする必要性があるのではないかというふうに思い

ますが、その辺りはどうお考えでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

細田福祉課長。 

○福祉課長（細田愛二君） 

議員がおっしゃいますとおり、同意をいただく方、これは１００％になるのが町の方



としても、もちろん議員がおっしゃるとおりだと思っております。今のところ支援者名

簿に載られた方には通知の方を差し上げて、同意をするかしないかというようなことで

説明を十分した上で取ってるところであります。その中で同意をしないという方もいら

っしゃいますが、その理由が何なのかとか、そういうことも事情があるかと思います。

ただ、そういったことも考慮して今回は同意者につきまして個別支援計画を作成すると、

これは国の方針でもあるんですけども、そういうふうにさせていただいてるんですが、

同意をされてない方につきましても今後、また再度、周知と説明等を行いながら、なる

べく同意をしていただいて支援に向けて取り組んでいきたいと考えております。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

やはり要支援者ということで支援が必要かと思いますので、具体的にはどのように進

めていかれるのか、個別計画も進んでおられるということですけれども、具体的な期間

か何か方法か教えてください。 

○議長（内村博法議員） 

細田福祉課長。 

○福祉課長（細田愛二君） 

町長の答弁にもございましたが、７月にコミュニティ単位ごとで説明会をさせていた

だいて、その後８月に入りましてから自治会ごとに、さらに会員名簿の配付であったり

今後のスケジュール等、自治会ごとでスケジュールをどうしましょうかというようなこ

とで御相談をさせていただいております。８月末現在で２８の自治会を回らせていただ

いております。それでスケジュール等、そういったことの調整とか相談をさせていただ

いているところでございます。そして、既に１自治会といいますか１地区ですけれども、

８月の末に取組を開始するということで一度町の方からも出向いております。そういっ

たことで順次、自治会等地区と相談をさせていただきながら個別計画の作成に取り組ん

でいく予定ではございます。町の目標でございますが、今後いろんな課題であったり問

題点等が、またいろいろ自治会の事情に応じて発生してくるかもしれませんけれども、

町の方としましては目標としましては、今年度中に全自治会の個別計画の作成を完了し

たいということでは考えております。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

今年度中ということでございますが、コミュニティの説明会に参加をさせていただい

た時に感じたことなんですけれども、やはりこう説明を受けても御理解いただいてない

方もいらっしゃるし、そもそも自助共助が何なのかみたいな感じがあったかというふう

に感じております。その辺りを日頃からやっぱり作っていかないと、いきなりこの個別



計画で隣の方を助けましょうねということにはなりにくいのではないかと。そしてコー

ディネーターを皆さんでどうぞというようなお話しだったですけれども、非常にそこま

で行くのに時間が掛かるのかなというふうに危惧してるところですが、今年度中にそれ

ができそうなというのは、どんなところからできそうな感じでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

細田福祉課長。 

○福祉課長（細田愛二君） 

議員がおっしゃいますとおり、コーディネーターということで自治会、自主防災組織、

民生委員児童委員、それと社会福祉協議会ということで、そちらの団体様の方にコーデ

ィネーターということで中心になっていただいて、個別支援計画を作成していただくと

いうことにしておりますが、もちろん皆様にとりましては、町としてもそうなんですけ

ど初めての取組でございます。ですので町も一緒になって計画の作成に取り組んでいき

たいということで説明をしているところでございます。何をもって今年度中かというこ

とですが、先程申し上げましたけど８月末に２８自治会で説明を個別にさせていただい

ているところです。そういった中でもやっぱりいろんな問題点等も出てきているところ

ではありますが、この計画につきましては、特に国の方とか県の方からはいつまでにし

なさいということはっきり出ておりません。ただ町の考え方としまして、近年大規模災

害が多数発生しているところでございます。早い目標を立ててやっていきたいというこ

とで、今年度中ということで一応目標を立てさせていただいております。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

その同意者を１００％にしていただければ同意者名簿だけでいいかと思うんですけれ

ども、１００％でない場合は全体名簿というところで、災害が発生した際に開示すると

いうふうに御説明がありました。しかしながら災害が発生してから３日間が住民の方々

に参加してもらうといいですよと書いてありましたが、発生してから開示されて間に合

うのかなと、今こんなに多い災害の中で昨日も地震もあっております。台風もあってお

ります。その中でやはり事前にここに必要な方がいるというのが分かってないと助けら

れないんじゃないかというところでは、国の指針ではございましょうが、全体名簿と同

意者名簿という分けること自体どうなのかと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

細田福祉課長。 

○福祉課長（細田愛二君） 

今の御意見は、コミュニティ単位の説明会でも自治会の説明会の中でも御質問とか御

意見等で多数いただいております。実際、大規模災害が発生してから全体名簿、同意を

得られていない方を含む名簿、これが配ることが可能なのかというような御意見もいた



だいております。国の方針の中で一応、自治体の方で条例等でそういったことを定めれ

ば全体名簿も配布をすることが可能というようなこともなっております。まだ町の方と

しましては、その条例を作るかどうか、まずその全体名簿の配布はどうするかというこ

とは今のところまだ決定はしてないんですけれども、そういったことも含めまして今計

画を作成している中で、皆様の御意見等をお伺いしながら、そこは決定していきたいと

思っております。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

その全体名簿に関しては条例でできるというふうに理解しましたので、早目に条例を

作って、やはり開示していた方が助け合いができるのではないかと思いますが、町長い

かがでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

今お話がありましたように、８月末で２８自治体でやっておるわけです。その中で、

今、饗庭委員がおっしゃったことも出ております。したがいまして現実的にはやはり即

応できるというのは、そういった条例化していくことというのを１つの大きな課題では

ないかと思っておりますので、今後、福祉課を中心にその部分はどういって進めていく

か、とにかく実態にそぐわないと意味がないので、その辺りを含めて検討していきたい

と思っております。 

○議長（内村博法議員） 

細田福祉課長。 

○福祉課長（細田愛二君） 

すみません私の方からも。同意をされていない方の理由、そういったのがはっきり分

からない部分もございますけれども、例えば家族が同居してるからいいとかいう方もい

らっしゃるかもしれません。病気のことを知られたくないとかいう方もいらっしゃるか

もしれません。様々な理由があるかと思います。そういったことも考慮しながら、ちょ

っと進めていかないといけないのかなと思っておりますので、そこはちょっと御理解い

ただきたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

様々な事情は十分理解しているつもりです。しかしながら命がなくなっては何の意味

もないので、何があろうとも命を優先していただければというふうに思っております。

次に、災害に対する危機管理意識というところで、やはり今回の西日本豪雨でも犠牲者



が出た所の４０市町長、トップにアンケートを採った結果、やはり自分は大丈夫という

危機感の欠如というものが９割の３６市町で言われていたということなんですが、長与

町ではこの危機感、どういうふうに住民が捉えてると町長は思っておられるでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

ただいまの御質問にお答えさせていただきます。まず危機感ということでございます

けども、これはもう常に我々職員、ずっと常にそれを持っております。と言いますのも、

例えば台風の接近というのが、この前、前回もちょっと御答弁させていただきましたけ

ども、あらゆる情報機器、コンピュータ等を使いながら、情報が入ってくる段階で常に

私達は部長級以上全員全て対応の会議というのも常に開いております。それにつきまし

て、どう対応するかということも、縷々協議をしながら進めているところでございます。

また町民の皆様に対しても、やはり防災特集というのも図りながら、広報やあらゆる手

段を使いながら、皆様になるべく意識を持っていただくということを常日頃、努力をし

ていきたいと考えております。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

じゃあどのようにしたら危機感が持てるというふうに考えておられますか。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

やはり今、確かに危機感の意識の高揚ということでございますけども、これは単にど

うこうというのはなかなか難しいところがあるんですけども、やはり今の現状をいろん

なテレビ放送とか新聞、その他いろんなマスコミの報道もございますし、そういうなこ

とをまず身近に感じていただく、そういう意味では行政側もそういうふうな情報提供と

いうのも今後いろんな方法を使いながら、発信していく必要があるかと考えております。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

それだけではちょっと危機感というものが身に付かないのではないかというふうに思

います。次に、この防災情報のタイムリーな情報というところでは、防災情報の中で避

難勧告、避難指示というものがあろうかと思いますが、この違いが分からないと。どっ

ちが逃げた方がいいのか、どっちが逃げなくていいのかというのが分からないというよ

うなことがありますけれども、それに対して明確な情報を伝えるに当たっては考えるべ

きではないかと思いますがいかがでしょうか。 



○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

避難勧告、避難指示という違いにつきましても、先程申し上げましたように広報等に

も、その避難場所等含めながら、その基準等につきましても発信をしてるとこでござい

ます。また縷々、例えばいろんな避難訓練等の講習会等におきましても、そういうこと

も含めて、避難場所等明示しながらお知らせをさせていただいてるとこでございます。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。避難指示とそれから避難勧告とその違いをどのように分かりやすく

されてるかという御質問ですから、そこのところを回答していただければ。 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

避難指示、避難勧告でございますけども、まずは避難準備情報というのを発信いたし

まして、その次に避難勧告が先でございまして、避難勧告をすることによって危険な災

害が迫ってますのでまず避難をしなさいというふうなことを発信するわけです。避難指

示はもうこれは半分、命令的な形でお願いをしてるとこでございます。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

その説明が分からないから町としては違う言葉で発信してはどうかということで今お

尋ねをしたんです。十分説明は分かっております、私はね。避難指示、避難勧告と。た

だ、その災害があった時に聞いた時に分からないということでは、情報を伝えるには相

手側にちゃんと伝わらないといけないので、そこを考えないといけないのではないかと

いう質問なので、そこの部分だけお答えいただければと思います。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

基本的には、これは気象庁からの発令の内容でございまして、この文言を町独自で変

更するというのはちょっと難しいかなと考えております。ただ発信する際には、やはり

情報の正確化ということでありますけども、違う言葉で話をするとまたちょっと違った

形で捉えられるのかなということで、町独自での内容を変更した放送というのはちょっ

と困難かなと思っております。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

国のを全部従わないといけないという法律があるのかどうか、ちょっとよく分かりま



せんけれども、避難しなければならないよということが伝わればいいのではないかと思

うんです。避難勧告です避難指示です、御避難くださいと言われるとどっちがどっちか

よく分からないということがあったので、その情報を伝えるに当たっては、もっと真剣

に考えていただければと思います。 

次に時間もないので、マンパワーの確保についてお伺いしますけれども、災害が発生

したら町民が被災者になりますけど、町職員の方も町に住んでるらっしゃる限りは被災

者になろうかというふうに思います。そのときに最低何人この応急対策に職員が集まれ

ばいいというふうに考えておられるのかお伺いします。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

災害対策本部の配備動員ということでございますけども、第１次配備から第３次配備

ということで区分けをしておりまして、第１配備につきましては４１名、第２次配備に

つきましては９１名、第３次配備につきましては全員の参集ということで計画をしてお

ります。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

その４１名は大体何時間くらいで集まれる予定でしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

まずこの職員の参集でございますけども、まず職員の動員マニュアル２４時間という

ので考えておりまして、まずは３時間から６時間以内に参集できるような形で考えてお

ります。もちろんその職員がいるその場所が、自宅であるのか、または外出してるのか

によって、いろいろ様々な事案があるかと思いますけども、まずはその呼び掛けるとい

うか参集をかけるというのは、そういうような体制をとっております。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

災害時に十分なマンパワーを確保していただければというふうに思います。次に備蓄

食料についてなんですけれども、現在、乾パン、安全米、飲料水という御説明がござい

ましたが、これが、これをもって何日間何人の人が過ごせるのかというのを見越してお

られるのかお伺いします。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 



○総務部理事（山口功君） 

その災害の規模、また避難される方の規模によって大きく変わるのでございますけど

も、通常的には本来は３日間ということで国は指針をしておりますけども、現状としま

しては本町におきましては１日分ぐらいかなと思っております。それと、それぞれ大型

量販店と災害協定を結びまして、随時そういう備蓄品につきましての資材提供、それか

ら食料の提供というのも一応お願いをしてるとこでございます。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

１日分とは少ないのではないかと。協定をしておられるということですけれども協定

は長与町以外の所でしておられるんですか。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

主には町内でございますけども、町外の方からも随時その量販店もその協定の中で、

例えば広域的に流通を図りながら行っていただくということも協定の中にはございます

ので、そういう意味では、そういう形で備蓄の方も対応できるかというふうに考えてお

ります。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

昨今起こってる災害の中では量販店も十分に被害を受けておられるように報道されて

るふうに感じておりますが、本当にそれで十分だとしておられるのか、危機感が不足し

てるように私はですね、感じるんですけれどもいかがでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

もちろんそういうふうな体制もとりながら、なおかつ広域的ないろんな角度で体制を

整えていくということが大事じゃないかと思っております。もちろん今御質問の中にも

ございましたように、いろんな意味で、台風、今朝の北海道の地震もそうでございます

けども、いつ何時起こるか分からないというのは現状ではございますけども、ただ行政

が今できる最大限のことを努力していくということで考えております。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

ではその７月６日に長与町で避難勧告が発令されましたが、その時はなんか飲料水を



お待ちくださいみたいな放送があっておりましたけれども、その備蓄されてる分を使用

してはどうかと、そういうものがあるから、先程同僚議員からの質問で３０世帯５３名

しか避難していないという状況でございましたので、やはり非常に避難しにくい避難の

呼び掛けではないかと思いますがいかがでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

まず飲料水につきましては、今回、水道局の御厚意、御厚意と言いますか約７,００

０本の飲料水の方を確保させていただいております。それから、一応食料等につきまし

ても、先程申しましたようにいろんな意味での体制をとっていくということで考えてお

ります。ただ今回の７月６日９時３４分におきましては、やはりちょっと先程も御答弁

しましたように、夜間だったということもありまして、なかなか住民の皆様が避難をさ

れるのを躊躇されたのかなというのもちょっとあります。もちろん避難所としての体制

をそれぞれで対応しておるところでございます。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

夜間だからということでございましたけれども、いつ起こるか分からない災害なのに

夜間だから避難しなかったんでいいんだろうか。先程の質問の中でも同僚議員の中でも

ありましたけれども、それは夜間だろうが何だろうが避難しやすいようにするんですよ

ね。避難しないともしかしたら被害が起こるかもしれない。本来は来るかもしれなかっ

たのがちょっと逸れたから来なかったわけですよね。そういうふうに行政が捉えること

自体、大きな問題ではないのでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

説明がちょっと不足しておりまして申し訳ございません。一応こちらとしましては先

程申しましたように、避難された方にはそういう飲料水の提供または場合によっては食

料の提供ということも十分対応できるということを申し上げたつもりでございまして、

避難がなくてよかったとか、そういうことは思っておりません。先程申しましたように

１１か所を避難所としてすぐ開設をしまして、それぞれ職員の配置、また消防団員の方

の配置もお願いをしたところでございますので、そういう態勢はとらせていただいてい

たということを御報告させていただきたいと思います。申し訳ございません。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 



その時点に関して、７月６日に避難勧告が発令された時に、昨日の質問で自主防災組

織には連絡をしてないというふうにおっしゃったと思うんですが、これこそ自主防災組

織連絡をしないと横の連携とかが取れないのではないかと思いますが、いかがですか。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

作日、自主防災組織との連携ということでのお話をさせていただきましたけども、今

回の７月６日につきましては、長与町が大雨特別警報が出たのが９時３４分でございま

して、以前お話をしましたように気象台との連絡調整、それから危機管理課、県との連

絡とか、そういうような形で常に今の災害の状況を把握をしているところでございまし

た。そしてなおかつ、気象台からは正直申しましたら、長与町だけ避難の警報が遅れま

したということでの連絡もありましたし、それを受けまして私達ももちろんそれに応じ

た形で避難勧告を出すところでございますけども、そういうふうな関係もありまして、

逆に２次被害が関係するのではないかと、もちろん避難をしてこられる方の受け入れ態

勢はできておりましたけども、自主防災組織との連絡は至っておりません。以上でござ

います。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

数十年に１回の大雨だというような情報だったというふうに思います。その自主防災

組織に、日頃から連携して消防団も自主防災組織も民生委員も今後ずっと連携して、そ

の要支援行動をとっていくんだというふうに思うんです。そのときに、なぜこの６日の

日に、なぜ連絡しなかったのかを言ってるんです。国がどうのこうのとか、どこから流

れてきたからではなくてです。長与町で９時３４分にあったわけですよね。議会でも流

れてきたのは９時３５分にありましたというので１１時半に我が家にも流れてきており

ますので、そういう状況の中で、なぜ連携をとらなきゃいけない自主防災組織を、連携

をしないのかというところを聞いております。 

○議長（内村博法議員） 

山口総務部理事。 

○総務部理事（山口功君） 

もちろん日頃連携というのは重要ということは重々承知でございます。ただ今回にお

きましてはどちらかというと、先程から申しましたように気象台との連携を図った中で、

鎮静化の方に向かってますよということの情報、それから最後に長与町になったという

のはそれまで長与町にそういう危険度につきましては、ある意味、先程の説明ではござ

いませんけども、通過をしていった、終わりぐらいというような形になっておりまして、

もちろん部長級方の会議の中ではその旨も報告をしまして、沈静化には行ってますよと



いうことで話をしまして、これをまた逆に夜半であるということを考慮しながら総合的

な判断で、これは今、受け入れ態勢だけは作っているけども、これは敢えてまた自主防

災組織、また逆にその避難をすることによって２次災害的なことが起こったら、またそ

ちらの方が困難ではないかということで、そういうふうな判断によりまして、今回は自

主防災組織には連絡をさせていただいておりません。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

その自主防災組織に連絡をするのは避難をする時だけなんですか。ちょっとよく分か

らないけど連携をするんですよね。自主防災組織だから防災に関しては連携をするわけ

ですよね。それで、今回の判断が正しかったのか町長にお伺いします。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

今議員が言われるように、我々には逐一情報が入ってくるんです。逐一情報が入って

いく中で、避難についても勧告とか指示とか変わっていきます。そしてまた、それに応

じて長与町の職員体制も第１次、第２次、第３次というふうに増えてくるわけです。だ

から、その分の防災組織との、なぜとらなかったかというのは、いろんなことを考えて、

そこまでいくまでもなかったんだろうと。消防団の皆さん方との連携の中で、そしてや

っていく体制作りをして、危険箇所等々についての連絡等ともしながらやってきており

ますので、そして沈静化に向かってるという形の中で、夜中にそういった形でお呼びす

るというのもまたどうかと。本当に次の災害も起こる可能性もあるというかとの総合的

な判断の中で、今は職員ももうちょっと呼ぶべきじゃないかとか、自主防災組織まで延

ばすんじゃないかと、そういったものは刻々と変わる中、そして今は非常に予報とか何

かが、そういったものが非常に今、精度の方が高くなってます。今コンピュータ等々使

いまして、議員がおっしゃるとおり、そういった中での判断をしておりますので、当然

私も出ておりましたし、そして当日は気象台長からも電話がありました。そういった形

で刻々と変わっていく中を予測しながら、１時間後、２時間後、３時間、４時間後とい

ろんなことをしながらやっておりますので、そこのところは、私は十分体制をとってい

きつつやっているんじゃないかなというふうに判断をしております。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

今後は、防災に関しては自治会や自主防災とか住民皆さんにその情報の提供と災害時

の対応が、やっぱりきめ細かな対応が必要かというふうに思いますので、それを通して

災害に強いまちになるように是非お願いしたいというふうに思います。 



続きまして、②のところで、小中学校の全普通教室のエアコン設置で答弁が昨日と同

じだったのは非常に残念かなと。やはりこういろいろ話す中でやっぱり変わってくるも

のだというふうに私は認識しております、一般質問の中で。そもそも一般質問を調整も

しなければならなかったのではないかというところもあろうかというふうに思いますが。

その中で、昨日は方向性は決めたけれども、確実な設置時期については明言を避けたい

ということではございましたけれども、昨日の教育長の答弁では表明はできてないけれ

どもいろいろ頑張っているのだというお話があったかと思います。でもそうがんばって

いるのは表明をしないと伝わらないのではないかというふうに思うんです。現時点でも

うほとんどの市町村が、ほとんどと言うと語弊がありますけれども長崎でかなり出して

おられます。一般質問の度にしますよということで出しておりますので、是非この今、

表明をしていただければと思いますが、教育長いかがでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

勝本教育長。 

○教育長（勝本真二君） 

昨日もう表明したつもりでいるんですが。だから、臨時議会辺りででも補正辺りを組

んでとか、そこ辺りもありますから、何にしろ、来年度の夏、速やかに稼働できるよう

にしたいと。そういうつもりでおりますので、だから今日の新聞にも載ってたんじゃな

かろうかと思っております。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

失礼しました。来年度の夏稼動ということでしたね。来年度の夏稼働ということであ

れば予算に上げないといけないので、町長へお伺いしたいと思います。今定例会中に補

正予算に、昨日も話が出てたかと思いますけれども、補正予算に上げてやはり進めてい

った方がいいのではないかと、機器の不足とかも言われておりますので、遅れをとると

言われてる来年の夏には間に合わなくなるのではないかと危惧するところですが、町長

いかがでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

これも昨日申し上げたんですけども、今、製図設計といいましょうか。そういった問

題、どういった形でできるかと、何が１番適切なのかというようなことを教育委員会の

中で今準備を進めております。それも踏まえて、いつの場所にいつ何をやればいいかと

いうことも出てくるかと思います。まだ今の時点ではそこまではまだ固まってないので

もうしませんけども、来年度夏に合わせてできるように今その準備を進めておるという

ところでございます。だから、そういった形ができるのであれば、また予算措置という



形でお願いするということになろうかと思います。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

再度お伺いしますが、今回一般質問で８人の議員が質問をしております、これに関し

て。ということは住民の代表である議員の半分が言ってるということは、住民の半分が

これを望んでるんではないかと私は思うんです。そうした場合に、やはり今定例会中に

する。というような断言をすると町長が言ってる住み続けたい町に繋がっていくのでは

ないか、幸福度日本一に繋がっていくのではないか、なかなか断言はできないという状

況もあろうかと思いますけれども、町長は判断できる立場にあるわけですよね。教育長

は提案をするという立場にあろうと思いますので、町長の再度の考えをお伺いします。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

今申し上げましたように、来年夏に入る前に向けて、ぜひ実施できるようにやってい

きたいというふうに思っております。見守っていただきたいと思っております。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

ぜひ来年に向けてできるようにしていただきたい。もう１点お伺いしたいんですけれ

ども、前回も医療費の補助が中学生の通院までとなった場合に、いつも長与町だけ遅れ

をとってる。長崎、時津と出てきて、その後に長与、今回も同じ構図になろうかと思う

んです。その辺りがやはり近隣とは、ずっといろんな話し合いをして、していくという

話なので、そこがすごく気になるんです。いつも住民の方から、何で長与町だけ遅いん

ですかと聞かれるわけです。だからその辺りは、町長として調整をとっていって進めて

いけばどうかと思いますがいかがでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

そこのところ、ちょっと私も足りない分があろうかと思います。申し訳なく思ってお

りますけども、私は表明も大事ですけども、きっちりとそれをやっていくと、やり抜く

ということの方に重点を置いております。だから軽々にやります、やりますということ

ではなくて、しっかりやれる準備をして、だから順番がちょっと遅れてでもきっちりと

やり遂げていくと、そういう形で進めさせていただきたいと、私のそういった個性かも

しれませんけども、そういうふうに思っております。 

○議長（内村博法議員） 



饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

できれば足並み揃えてがいいかと思いましたが了解しました。最後の４番の高齢者の

対策というところで、９月３日現在県内の猛暑日は３４日、熱中症搬送者は県内で１,

１６５人、昨日は小中学生で３人搬送されたということをお聞きしましたが、高齢者の

方で搬送された方がいらっしゃらないのかお伺いします。 

○議長（内村博法議員） 

志田健康保険課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

議員の御質問にお答えします。高齢者とは限ってないんですけども、７月の熱中症と

診断された方の件数については分かっておりますので、そちらの方を伝えたいと思いま

す。７月が６件、８月が１０件、計の１６件、長与町内で搬送されたということです。

ただし長与町民がというわけではないということで御説明を受けております。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

結構やっぱり何件か搬送されてるというところでは、熱中症予防の取組については総

合的に行うことが必要かと思うので、庁舎の中でどんなふうに進めて、どんなふうな会

議をされてるのか教えてください。 

○議長（内村博法議員） 

志田健康保険課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

庁舎内で関係各課で話し合ったということはありません。ただし各課で、この答弁書

にあるようなことを実施しております。全体的には防災無線とか、あとポスター、パン

フレットとかの配布をして注意喚起を行ってるという状況です。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

答弁の中にひとり暮らしの方への訪問とか電話とかいうお話がございましたけれども、

何件ほど行かれたのか、おひとり暮らしの方が何件いらっしゃって、その中何件行かれ

たのかお伺いします。 

○議長（内村博法議員） 

辻田介護保険課長。 

○介護保険課長（辻田正行君） 

ひとり暮らしの高齢者と健康に何らかのフォローが必要な高齢者ということで、介護

保険課の方で高齢者の方への訪問看護ということを行っております。その中で気になる



方ということで、訪問看護師によって電話とか、電話でもちょっと会って、もう少し説

明が必要だとか、心配事があるといった場合に訪問という形を行っています。件数につ

いては把握しておりません。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

件数については、なぜ把握しておられないのかお伺いします。 

○議長（内村博法議員） 

辻田介護保険課長。 

○介護保険課長（辻田正行君） 

実際に電話をした件数とか、そういった部分について把握してない理由ということで

すけれども、こちらについては各訪問看護師に気になる方ということで、それぞれ対応

を行わせておりまして、何件あったということで報告等は特に受けておりません。それ

と業務の訪問看護の合間に気になる方ということで、必要な場合に訪問もしております

ので、これのみに訪問ということでは行っておりませんので、その分も含めて把握が難

しいということで把握しておりません。 

○議長（内村博法議員） 

中山健康保険部長。 

○健康保険部長（中山庄治君） 

包括支援センターの方でそれぞれ６名の看護師がいらっしゃるんですが、いろいろな

ことで回っております。この介護のお話とか体の心配、その中で高齢者の方の熱中症に

ついてお話をさせていただくということで、確実な数字は分かりませんが、それは大変

申し訳なく思っています。ただし、こういうパンフレットを配っておりますので、最終

的にはそういうお話も集計をさせていただきたいと思います。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

やはり実態の把握は必要かというふうに思うんです。どれくらいいらっしゃってとい

うところで、今やおひとり住まいや高齢者御夫婦宅にもエアコンを設置してあるのかと

か、そういう状況も含めて熱中症にならないような対策をしていくことが大切かという

ふうに思うんです。この猛暑で温暖化というのも大きく関係してるかと思いますけれど

も、今後起こりうる危機を共有しながら、私達住民も含めて１人１人ができる暑さ対策

というものを住民にも知っていただき、危機を回避することを今後もさらに続けていた

だくことを要望し、質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（内村博法議員） 

場内の時計で１３時まで休憩いたします。 



（休憩 １１時４０分～１３時００分） 

○議長（内村博法議員） 

休憩前に引き続き会議を再開し、一般質問を行います。 

通告順８、堤理志議員の①区画整理事業の変更にともなう各種政策への影響について

の質問を許可いたします。 

１３番、堤理志議員。 

○１３番（堤理志議員） 

皆さんこんにちは。それでは一般質問を行います。区画整理事業の変更に伴う各種政

策への影響について行います。本年６月２５日の全員協議会において、高田南土地区画

整理事業の変更案が示されました。事業の期間を延長し、工法を変更し、財政負担も新

たに必要になるとの説明でありました。この財政の新たな投入により他の政策の実施に

影響を及ぼすことがあるのではないかどうかが懸念がされます。今、各自治体で、住民

福祉、子育て支援策の充実を高め、定住促進を高める政策が次々と実施されています。

このような取組を進めていくことは、本町も例外ではないと考えます。そこで以下の点

について財政への影響を中心に質問をいたします。 

１点目、以前、同僚議員の一般質問への答弁で、高田南土地区画整理事業の変更には、

国費の確実な配分が必要との趣旨の答弁がなされました。国費の配分は確実になされる

のでしょうか。２点目、国費の確実な配分がなされないとした場合、一般会計からの繰

り出しや起債、要するに借金でありますけれども、これが増加する可能性はないのでし

ょうか。３点目、本県の市や町で小中学校の普通教室の空調、要するにエアコンであり

ますけれども、このエアコン設置を促進すると表明する自治体が増えてきました。本町

も従来の検討から設置を進めると、一歩前に踏み出すべきではないかと考えます。その

ための財源確保が必要と考えますが見解を伺います。４点目、長崎市の子育て支援セン

ター、長与町の場合は児童館などがあるわけですけれども、土曜日や昼食時間の開館を

実施して利用者の利便性、子育て支援のサービス向上を長崎市では図っております。本

町もこのような制度の拡充とそのための財政措置が必要ではないでしょうか。見解をお

伺いいたします。５点目、上長与公民館入浴施設のボイラーの故障により浴場が使用で

きない状態が続いています。この件に関しまして、住民から不満の声が寄せられており

ます。施設そのものが老朽化している事情は承知していますが、当面、入浴施設を再開

するための財源の確保ができないものなのかどうか。また、どのように対応する考えな

のかをお伺いをいたします。６点目、先日、大阪を襲った震災でブロック塀の安全性が

問われています。本町の公共施設に付随するブロック塀の状況は調査がなされているで

しょうか。その結果と財政措置が必要になるのかについてお伺いをいたします。 

以上よろしくお願いいたします。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 



○町長（吉田愼一君） 

それでは堤議員の御質問にお答えをします。なお、３点目と５点目の質問につきまし

ては、所管をしております教育委員会から回答をいたします。私の方からはそのほかの

質問にお答えをいたします。１番目１点目の区画整理事業変更に伴う各種施策への影響

について、国費の配分は確実になされるのかというような質問でございます。現在、一

括施工の工事期間をおおよそ５年と想定をしておりまして、その財源といたしまして国

庫補助金をおおよそ１５億円、県補助金をおおよそ３億円と想定をしております。いず

れの補助金につきましても、それぞれ国及び県における予算であり、現時点で将来にわ

たる補助金の配分が確定しているということはございませんが、しかしながら確実な配

分がなされるよう今後とも国及び県に対する要望活動をこれまで以上に積極的に行って

まいりたいと考えております。 

次に２点目の一般会計からの繰り出しや起債が増加する可能性があるのではないかと

いう質問でございます。１点目の御質問で答弁しましたとおり、まずは補助金等の財源

確保に向けた要望活動等に今後も邁進してまいります。それと共に必要に応じて各年度

の予算と工事内容の調整を行いながら工事進捗を図ってまいりたいと考えておりますけ

れども、補助金の配分や工事進捗の状況次第では議員御指摘のとおり一般会計からの繰

り出し、あるいは起債の増加が年度によって必要になる可能性はあると考えております。

この点につきましては、常にそうした可能性があることを念頭に今後も全庁的な予算調

整を行ってまいりたいと考えております。 

次に４点目の子育て支援センター事業の拡充という質問でございます。この子育て支

援センター事業は、子育て中の保護者にとりまして気楽に親子で遊びに行くことができ

る場所、お友達づくりの場所、気楽に相談ができる場所として非常に重要な事業だと考

えております。本町におきましても、子育て支援の核のひとつとし、本事業の制度拡充

を図るために、また、より身近な場所で支援ができるように児童館を活用し、子育て支

援センターを現在の３か所から６か所に増やしたところでございます。土曜日の利用に

つきましては、児童館が月曜日から土曜日まで開館していることから、親子の遊び場と

してこちらを御利用いただきたいと思っております。昼食時間の開館につきましては、

おひさまひろばの実施当初、昼食時間も開館をしておりました。午前と午後の親子の入

れ替わりのタイミングで遊具の除菌を行い感染防止に努めることとしたことや、また、

お子様の生活のリズムが整わないことなどの理由からお昼休みは閉館することといたし

ております。現在は、住民ニーズの多い講座を開催したり、親子遊びや相談事業の充実

を図ることで、利用者の満足度が上がり他市町のセンターとは比較しても非常に利用者

が多い状況となっております。スペース的には食事場所等を設けることが難しい状況に

ありますが、今後も利用状況や利用者の声をお聞きしながら子育て支援センター事業の

さらなる充実に向けて努力をしていきたいと考えております。 

次に６点目の御質問であります。本町の公共施設に附属するブロック塀の状況は調査



しているのかと、その結果と財政措置が必要になるのかという御質問でございます。長

与町の公共施設につきましては、各所管におきまして調査を行っておりまして、公園に

おいては２か所でブロック塀を確認をし改修を行いました。具体的にはいずれの公園も

トイレの目隠しブロックがあり、簡易診断をした結果、専門家への相談をおすすめしま

すとの判定を受けておりまして、事前に改修を行ったものでございます。学校施設につ

きましては、地震発生後、町内８校の学校施設についての現地確認を行いました。長与

小学校に３か所、長与中学校に１か所のブロック塀が設置されていることを確認をして

おります。当該箇所につきましては、外観上の異常はありませんでしたけれども、より

安全を確保するため長与小の１か所は撤去を行い、長与中の１か所につきましては切断

をいたしまして高さを低くする対策を行っております。残りの長与小の２か所につきま

しては、塀の高さや控壁の状況から倒壊の危険性はないと判断しておりますが、より安

全性を確保するために今後は文部科学省の通知を踏まえ、撤去を視野に入れた対策をと

っていきたいと考えております。社会教育施設につきましては、上長与公民館に１か所

を確認しております。ブロック塀の安全性に関する簡易診断の結果、ブロック塀が倒壊

する危険性は高くないとの結果になっております。今後もより安全性を確保するために

定期的に検査を行ってまいりたいと思っております。私の方からは以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

勝本教育長。 

○教育長（勝本真二君） 

では、私の方から堤議員の１番目３点目の小中学校の普通教室の空調設置のための財

源確保が必要と考えるが見解についての質問にお答えします。小中学校の普通教室の空

調設置につきましては、議員御指摘のとおり近隣の市町が空調設置の方針を表明してい

ると新聞報道されております。長与町としましても、今年のこのような酷暑を考えます

と空調設備の設置は課題の１つであると認識しております。今後できるだけ早い時期の

設置に向けて教育効果、設備費、設置場所、工事期間等の調査研究を進めてまいります。 

５点目の上長与公民館入浴施設のボイラーについての御質問にお答えいたします。上

長与地区公民館の入浴施設につきましては、利用されてる皆様に御迷惑をおかけし、心

よりお詫び申し上げます。ボイラーにつきましては、５月の連休明けに故障し、その後

業者に修理を依頼しましたが、ボイラー自体が古く部品も製造中止となっていることか

ら修理はできないとの回答がありました。ボイラーの取り換えも検討いたしましたが、

入浴施設の管理、運営に係る経費につきましては、昨年度約９１５万円の支出に対して、

憩いの場の利用料は１１３万５,９００円でございました。入浴施設を継続した場合に

年間の経費が多額になること、利用者は多くの方が車で来られていること。上長与地区

にお住まいの方の利用が少ないことなどの理由から今後の対応につきましては、入浴施

設利用者を含めた地元説明会を開催する予定にしております。地域の皆様と十分に協議

を行い、説明会でいただいた御意見を参考に今後の方向性を検討していきたいと考えて



おります。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

それでは、まず１点目の国費の配分が確実になされるのかどうかという点について、

再度お聞きしたいというふうに思いますが、この間、本町が見込んでいた国費いわゆる

補助金交付金等々ですけれども、これが減額されるというケースが幾度かございました。

区画整理事業もですけれども、教育委員会の所管でいえば第二中学校の外壁工事が当初

補助を見込んでたけれども、それが急遽無くなるというような事態が非常に私も覚えて

るんですけれども、こうした、当初町が見込んでた国費が減額されたっていうのはどう

いった要因があったのか、この点、町がつかんでいる点あればこの点をお聞かせいただ

きたいというふうに思います。 

○議長（内村博法議員） 

緒方建設産業部長。 

○建設産業部長（緒方哲君） 

国費が減額される要因につきましては、国費ですので我々が事情を知る術はないんで

ございますけれども、やはり公共事業費自体が、年度年度配分される額が異なっており

ます。現在はだいぶ公共事業費も１０年ぐらい前の水準までに戻ってきておりますけれ

ども、一時期、公共事業費が大幅に削減された時期もありました。そのような中で、そ

の公共事業費を全国に配分するとなりますと、必然的に補助事業が削られるということ

もございます。しかしながら高田南土地区画整理事業につきましては、要望どおりの国

費がつかなかった場合もございますけれども、その分は年度間で調整をしたり、そのせ

いもありまして事業が長引いてるということもございます。高田南につきましては、最

終的に国費が全額確保されるように我々も国の方にお願いをして、事業費の確保に努め

ていきたいと考えております。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

公共事業費の全体的な減額じゃなかろうかということでありますけれども、この間の

国の地方財政計画の中では、地方に対する分は、総額は確保というのはもうずっとこの

間４、５年は、そういう形でやられてきて。ということは町としても前年度並みにそう

した交付金補助金というだけじゃないですけど、その辺りは確保できるものと思ってた

のが減額になってきたんじゃないかというのが１点、ちょっとそこのところで、あれど

うなのかなというのが１点と、それから以前、委員会の中の質疑の中では、いろんな例

えば東日本の震災等の復興予算の方に充てられているようだというような答弁もあった

んですよね。ですからその辺り今、答弁にありませんけれども、やっぱりこういったこ



ともあったんじゃないでしょうか。ここは再度お願いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

緒方建設産業部長。 

○建設産業部長（緒方哲君） 

公共事業費の予算につきましては、やはりこれまでの突発的な災害に対する予算、そ

ちらの方に一部充当されるという場合もあったとは思います。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

その点で私もこの辺りが非常に重要になってくるんじゃないか、町としての考えもで

すね。というのは、もう皆さんも御承知のとおり全国的にこの災害が増加傾向にござい

ます。１番印象に残るのは東日本の大震災でありますし、その後からも、もうたびたび

例えば栃木の鬼怒川が氾濫した。熊本で震災が起こって大変な事態になる。福岡の朝倉

郡辺りでも去年でしたか、大災害が発生いたしましたし、今年になると大阪、関西で震

災が起き、また先日は岡山広島辺りでの災害、そして今日の未明には北海道で大規模な

地震災害ということで、この数年間もう毎年毎年大きなこうした災害が起こるという状

況があっております。こういったものが激甚災害ということで国の方で指定されると、

やはり優先的に国費がそっちの方に充当されていくんじゃないかということで考えます

ので、私はこういう今の災害の多発というのが、本町にもやはり影響が及んでくるので

はないか、町の想定を下回っていくっていう可能性があるということをやっぱりその辺

りも想定をしておかないといけないんじゃないかというふうに私は考えるんですが、大

丈夫なんだということなのか、やっぱりその辺りも加味しておかないといけないなとい

うことなのか、この辺りはいかがでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

日名子都市計画課長。 

○都市計画課長（日名子達也君） 

お答えいたします。今現在、高田南の場合は５年で計画をしております。それで国費

ベースで先程答弁でもありましたとおり約１５億円、となりますと１年当たり約３億と

いうことになります。今現在２９年度、２８年度、国費ベースで約２億から３億ちょっ

とを国費をいただいているとこでございますので、これについては楽観的ではございま

せんが、今、町長をはじめとして要望活動を鋭意努力してまいっておりますので、これ

については何とかこの５年の中で１５億の方を確保したいというふうに考えているとこ

ろでございます。各年度につきましては、それぞれ激甚災等々もあり、思いどおりの国

費が来なかった場合もあろうかと思いますが、５年間の中で何とか１５億確保したいと

いうふうに考えてるところでございます。以上です。 

○議長（内村博法議員） 



堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

町としては何が何でもその国費をいただきたいという思いはあるんですが、いかんせ

んこの災害というものは、人の人命、生命財産に関わることなので、これはもう国のさ

じ加減といいますか、その辺りで変わってくることもあるということは先程の冒頭の答

弁でありましたので、やはりここはなかなか見通しができない。希望的には思ってても

その通りになるかどうかっていうのは難しいんじゃないかなというふうに思います。そ

うなったときに町としては満額いただくと、いただくというか、これはも貰う貰わない

じゃないんですけれども、満額これが交付されるという前提で計画は立てるかもしれま

せんが、例えば、予定していたものよりも何割カットで今回はなりますというようなこ

とがなったときに、この区画整理事業の工期なり財政なりがこのくらいカットされたと

きにはこういう対応を、というようなそういったシミュレーションをされているのかど

うか、この辺りはいかがでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

田中財政課長。 

○財政課長（田中一之君） 

お答えします。今財政の方においては具体的に国費がどれくらいカットされると、そ

の辺りまでの想定はしていないんですね。ただ、今の状況ではもう国費を満額確保でき

るように要望なり、誠意努力をしていくとそういった形でしております。議員おっしゃ

られるとおり現時点では様々な災害等多発もしておりますし、当町においても各課題が

山積している状況であります。なおかつ交付税削減等、国の動向がなかなか想定できな

いとそういった状況というのもございます。そういった中で、今後、高田南を進めるに

当たって財政運営、こちらにもうとにかく支障を来たさない範囲で、起債なりまたは基

金、この辺りを最大限活用して何とか乗り切っていかなければいけないと考えておりま

す。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

財政の方から今話がありましたように、６月２５日に全員協議会が開かれまして、そ

の中で議員に対してこの事業の計画変更の考え方などのお示しがあったんですけれども、

この全員協議会というのは記録に残らないんですよね。その時に話をされたのが財政調

整基金がどうなるとかというような話があったんですけれども、この辺りの例えば、財

政調整基金そして各財政指標の推移等々が、どういうふうに見込んでるのかを再度説明

をいただきたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

田中課長。 



○財政課長（田中一之君） 

高田南区画整理事業の一括施工ですね、早期完成に係る財政計画といいますか、その

辺りの財政健全化指数の動向並びに基金残高、これにおいては財政課内部の方で推移の

予測の方をして実施の可能性について検証の方をしております。その中では国庫補助金

の確実な配分並びに保留地処分金が工事施工期間内に前倒しで収入をされると、そうい

ったことも条件としながらその条件をクリアするように今、協議の方重ねておりますけ

れども、財政の方で見込んでおるのは、高田南を施工した場合において、あくまで実質

公債費比率、将来負担比率等、この辺りはもう健全財政の範囲の中で、若干指数は上が

りますけれども、その中で実施できるものと推測しております。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

まだ、後日同僚議員がこの高田南のことについては質問いたしますので、私はこの区

画整理の内容には、もうこの程度にしておきたいというふうに思います。やはりそうい

ったこともいろんな不安要因もある中で、次年度、本町の予算はさらなるマイナスシー

リングというのの検討が出てくるのかなという気もするんですが、この辺りのマイナス

シーリングの次年度の考え方があればお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

田中課長。 

○財政課長（田中一之君） 

シーリングに関しましては、２９年度の当初予算並びに３０年度の当初予算において

シーリングの方を実施してまいりました。一定２９年度の当初予算においては、予算ベ

ースで約８,０００万、３０年度予算においては約５５０万ほどの予算ベースでの成果

の方を出しておりますが、一定シーリングの方は、この辺りで成果が見えてきたものと

一定職員に対して定着できたものと考えております。今後、歳出全般において削減、無

駄を排除するというような予算編成になるんですけれども、この辺りにおいてもやはり

今までどおり健全化を目指したところで歳出の一定削減というか、縮小縮減この辺りは

もう従来どおり行っていく予定になっております。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

マイナスシーリングという手法そのものはもうちょっと限界が来つつあるけれども、

全体的な歳出削減ということは図っていくというような捉え方だと理解してます。もし

違えばまた言っていただければと思います。そうなった場合に私もちょっと気になるの

ですが、事情はよくは分かるんですよね。もう何とかお金を捻出しないといけない。じ

ゃあどうするかっていうことで行政経費をカットしていくということになろうかと思う



んですけれども、ここでどうしてもこの行政の仕事との相矛盾するところが出てくるん

じゃないか。つまり、行政は住民サービスを向上させるためにいろんな事業をやるわけ

です。そのためのお金なんですよね、全てがですね。これを歳出を削減する、カットし

ていきながら同僚議員の先程の答弁では住民サービスの低下を招かないようにする。た

だ、住民サービスを向上するためにやってる仕事のためのお金をカットしながら住民サ

ービスは低下させないようにやっていきたいというのは、いろんな方法があるのかもし

れないけども、全体的に見れば非常に矛盾したものになるんじゃないかと。どうバラン

スをとっていくのか、この辺りはいかがお考えなのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

田中財政課長。 

○財政課長（田中一之君） 

おっしゃるとおり住民サービスを低下させないで、できるだけ質を変えていくと、そ

ういった形に持っていこうとは思っております。ただ、今般、学校のエアコン設置等、

設置に向けてもそうですけれども、やはり全体の事業の中で優先順位を見極めて、事業

間での調整、この辺りを図りながら今後も慎重に財政運営をしていかなければいけない

と思っております。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

次にこのエアコン設置の問題について質問をしたいと思います。これまで長与町では、

先程の答弁をお聞きしておりますと、これまでの考え方は、季節の変化を子供たちが感

じながら学校生活を送って云々ということだったということですが、これに関して、先

日、馬渕知子さんっていう皮膚科内科の専門の方が、健康情報番組の中でちょっとこの

問題を語ってたんですけれども、エアコンを使うと子どもたちの体温調整機能がよくな

いんじゃないかということも言われていたんですよね。汗をかかない生活を続けている

と汗腺、いわゆる汗が吹き出る体表面のこの汗腺の機能が低下していく場合があるんだ

ということで、そういうことを含めてそういう季節の変化を感じで、例えば夏は少々暑

くても我慢をというようなことがずっとやられてたんじゃないか。理屈って言ったら申

し訳ないですが、そういう理屈で言ってたんじゃないかと思うんですが、この馬淵先生

が先日話をされてたのをお聞きしますと、ちょっと見解が違うんですね。例えば、本町

の子ども達、基本的に登下校、歩いて登下校されますよね。学校が終わったら部活動し

たり、また友達同士で遊びに行ったりということで、必ずこの汗をかく時期に汗をかか

ない状況というのはないんです。必ず汗をかく、当然もう生物の理に適った行動なので、

もうそのとおりなんですね。むしろこの方がこのお医者さんが言われてるのは、大事な

のは汗をかきにくい秋や冬に汗腺の機能とか体温調整の機能を発揮させるために、こう

いう時期に秋冬にこそ子ども達を適度な運動をしていくということで、子ども達の身体



の機能低下させない、発達させていくということが大事なんだと。猛暑の時期は体温の

上昇しすぎをこれはもう抑えないと本当に危険な状況になるということが言われており

ました。やはりこういった立場に今後は立っていくべきじゃないかと思うんですが、こ

の辺り教育委員会はいかがお考えでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

勝本教育長。 

○教育長（勝本真二君） 

議員おっしゃるとおりだと思っております。だから一応そういうことも、世の中のお

医者さんの見解とか、いろんなことを総合して今年のこの酷暑でありますから、そうい

うのを基に今まではちょっと我慢しようかと言ってるところなんですけど、やはりこう

いうことを受けて一応こういうふうに設置の方向で進もうということで、町長にも御協

力していただいたわけでございます。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

もう先日来からのこの環境の温暖化といいますか、環境の変化、そして町民から、ま

た議会からもいろんな声が出て必要だという声が上がっておりますし、また、政府の対

策も政府の方もこの対策の必要性を述べるというように、このエアコンの必要性につい

てこの１、２年で状況が大きくがらっと変わってきたなというふうに思います。何かパ

ラダイムシフトという言葉があるそうなんですが、今までの価値観といいますか、常識

がぐるっと、やはりいろんな気温のこともありますし、住民の世論とか、そういったも

のでがらっと大きく変動する。まさにそういうことが今起きてるんじゃないかというふ

うに思います。やはりこういう大きく変化がある時ってありますよね。例えば、オフィ

スでは以前は、たばこ吸う人も吸わない人もいる中でみんなたばこを吸って煙をもくも

くさせていたけど、今じゃ考えられないですよね。少し何十年か前はそれが当たり前に

あってた。でも今では考えられない。やはり時代とともに変わってくるわけだというふ

うに思いますけれども、町長御自身もこの間のこの１、２年の動きということで、やは

りこの辺りの変化というのは、肌身っていいますか、感じていらっしゃるかどうか、こ

の辺りはいかがでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

議員がおっしゃるように長崎県も昨年と今年比べてみてもおよそ１度以上、上がって

いるというようなことの夏の天候の数字が出ておりましたけども、私自身も非常にこの

暑さっていうのは感じております。その分をどういう形でこれを乗り切っていけるかと

いうようなことを今まで考えておった手段を使って乗り切る。先程、議員が言われたパ



ラダイムシフトということはありますけども、もしかしたらもうそうじゃなくてもっと

別次元の対策というのが必要なんじゃないだろうかと、そういった時期にも来ているの

かなと、そういったことも感じております。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

私、この最初の壇上での質問の中でエアコンを検討するから実施に向けて進めるとい

うふうに一歩踏み込んだらどうかということで申し上げました。エアコンを設置すると

いうこの方向性をまず打ち出してる自治体がありますよね。財源が準備できたからでは

なくて、とにかく設置は進めるんだと。そして、その方向性を出してそれに向けて、そ

の実現に向けた財政確保を今後進めていくというような形での表明というものがやはり

必要じゃないかと思うんですけれども、ここはやはり政治的な、政治決断の部分になろ

うかと思いますので、町長にお伺いしたいと思います。そのようにまずはエアコンを設

置するんだ、そういう方針を立てそれに向けて財源確保を進めていくというような表明

ができないものか、ここをお伺いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

先程から申し上げてますように、来年の夏に間に合うような形にできればいいなとい

うふうに思っておりますけども、現在のところは、今、研究段階なんですね。だからど

ういったものを入れようかとか、どういった規模になるのか、あるいは国の補助がある

のかどうか、県の方の要望もありますでしょうし、そういったものを今まとめていると

ころなんですね。だから気持ちとしては、そういった形でやっていきたいというような

形で考えております。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

ということなりますと、財源、政策の優先順位というものが変わっていくっていうこ

ともなっていこうかと思うんですけれども、財政当局サイドで、この町として計画して

る振興計画を変更してでもやはりやっていかんといかんなというような思いに至ってい

るのかどうか、ここをお伺いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

田中財政課長。 

○財政課長（田中一之君） 

町長はじめ執行部といたしましては、行政の最大の使命っていうのは、やはり住民の

生命と財産を守ると。それであると思っております。財政が厳しいからと言いまして、



真に必要な事業、これを実施しないことの理由にはならないと私どもは認識しておりま

す。したがいまして、先程も申し上げましたけども、全体の事業の中で優先順位この辺

りをしっかりと見極めて、事業間の調整を行いながらエアコンの導入にしましても、導

入の方をでき得る限り早い時期に導入しなければならないのではないかというふうに考

えております。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

分かりました。次にお聞きしたいのが、同僚議員の一般質問の中で、施工業者とか、

機種等々の手配等もあるので、その確保をとにかくやるということも必要だというよう

な答弁がございました。なお、そうであればあるほど施工業者をとにかく早く確保する。

機種を確保するというためには、やはり早く発注をしないといけないんじゃないかとい

うふうに思います。そういった確実に手配するという点でも、なるべく早い時期という

表明はされてますけれども、そういう観点からもとにかく急ぐということが必要になっ

てこようかと思うんですが、この辺りのここの点の考え方をお伺いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

宮司教育総務課長。 

○教育総務課長（宮司裕子君） 

議員おっしゃるとおり施工につきまして、できるだけ早い時期での設置を目指して今

教育委員会の方でも準備を進めている段階でおります。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

といいますのは、以前、橋りょうの長寿命化のときに全国がこの橋りょうの長寿命化

を取り組むという中で、油圧ジャッキが足りなくてちょっと町の計画が遅れたといいま

すか、そういったことがありました。ちょっとその経験もありますもんですから、やは

り全国一斉にこういう取組があるようなものについては、本当に早くしないと間に合わ

なくなるということがありますので、この辺りは財政当局とよく御協議をされた方がい

いというふうに思います。それからこれも重複になってしまっていささか恐縮なんです

けれども、いつを目標に、この補正予算というものが必要になってこようかと思うんで

すけれども、１２月議会なのか、もしくはそれよりも早く進めて臨時議会を開いてでも

いうことになるのか。この辺りもちろん確定的な明言はできないというのは、重々分か

るんですけれども、町として今言ったような状況がありますので、本当に急がないとま

た長与町遅れたねと言われるようなことにならないようにしないといけないので、いつ

ぐらいの時期までに予算を組みたいと考えてらっしゃるのか、お願いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 



宮司教育総務課長。 

○教育総務課長（宮司裕子君） 

教育委員会としましては、１２月補正より前の段階で組めることを今目指していると

ころです。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

といいますと可能性としては今議会、もしくは臨時会ということで目指していると、

これは確定じゃないけども、そういった方向を目指しているということで理解をいたし

ます。空調については最後になりますけれども、長与町の子ども達の先日の学力テスト

の結果等を見ますと、本当に長与町の子ども達、先生たち、大変な努力して、そして結

果もきちっと出していらっしゃる。子ども達が県下有数のそういう努力、結果を出して

いる中で、教育環境条件整備の点では行政の方が逆に遅れてるということになっては、

本当にこの子ども達の努力に対して申し訳ないなというふうに思います。そういった点

からも、子ども達、児童生徒の努力に行政が応えるという立場でも是非早期の予算化を

目指していくべきだということを申し上げさせていただきたいというふうに思います。 

次に子育て支援センター、児童館の問題ですけれども、答弁の内容を見ますと、従来

どおりで変わらないのかなというふうに思います。私は利用者の方からこういう相談を

受けまして、長崎市の方で子どもの状況というのをお聞きして、比較させてもらったら

今回の質問のような結果になっておりまして、土曜日、それから昼食時間帯の拡充とい

うことを提案させていただきましたが、これについて利用者の利便性に繋がるかどうか、

そしてニーズがあるかどうかっていうことについて、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

村田こども政策課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

子育て支援センターを利用されてるお母様方から常日頃からどうした方がもっと利用

がしやすいかとかそういったお話については、担当の方がよく話を聞く機会があるんで

すけれども、またいろんな母子保健事業ですとか、そういった事業に参加をされた方に

アンケート調査等も行いながらどういった方向で進めた方が皆様のより利用しやすいニ

ーズに合致するものができるかということをいつも念頭に置きながらさせていただいて

るところなんですけれども、確かに土曜日の開館につきましてはゼロではないです。何

人かの方からもし土曜日も開いていれば利用をしたいというお声がありました。でもそ

れ以上にお声が高かったのは、昨年だったんですけれども、去年はまだ町内３か所で利

用させていただいてたんですけども、もうちょっと身近な所にあった方が行きやすいと

いう声が非常に多かったように感じます。総合相談窓口っていうことでさせていただい

たんですけれども、なかなかお車をお持ちでないお母様方の方から、どうしても支援セ



ンター行きたいけれどもなかなか行けないっていう相談等もあったというところから、

ではということで、中学校区にこれまでは１か所だったんですけども、小学校区ごとに

広げたいっていう思いがありまして、いろいろ検討を重ねた結果、児童館でも子育て支

援センターをやっていきましょうということで、場所の方を増やさせていただいたとい

う状況にあります。利便性の立場に立ってということであれば、１番希望の多かった場

所を増やしたというところで対応をさせていただきました。そして土曜日につきまして

は、児童館が元々月曜日から土曜日まで開館をしておりますので、支援センターとして

は月曜日から金曜日までっていうことで案内はさせてはいただいてはいるんですけれど

も、土曜日もどこか遊び場がないですかっていうお問い合わせに対しましては、土曜日

は児童館の方が開いているのでそちらの方を御利用くださいということで御案内の方は

させていただいております。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

対応できる場所を増やしていったっていう点では非常に評価はできると思うんですけ

れども、一方で私が申し上げましたようなニーズって言いますか、要望もございます。

それで昼食時間帯の利用を中止している理由は何なのかっていうのをお伺いしたいと思

います。先程の答弁の中ではこれを利用して遊具等の除菌等をやってるということです

が、ちょっとそれだけではなかなか理由づけとしては厳しいのかな。と言いますのは、

長崎市ではこれはもう普通にお昼御飯帯も使っていいですよ、自分たちで準備して食べ

てくださいね。たったそれだけでやってるんですよ。何ら問題も起きてない。もしかし

たら町職員の福利厚生休憩時間の確保とか、そういうことなのかなという気もするんで

すが、とにかくこの昼食時間帯に利用を一旦停止してる。この理由は何なのかをお伺い

したいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

村田こども政策課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

大きくは午前、午後、一旦閉めないことには、遊具の除菌っていうものが確実にでき

てないという不安が非常にあります。おもちゃを他の子が舐めたものを違う子供さんが

舐めて感染症がはやったりとか、そういったことをやはり公共施設としてはまず１番に

避けたいということで、衛生面の面からっていうのが１つになります。そしてもう１つ

は、当初は開いてたわけなんですね。閉めたっていう理由を聞きましたら、やはりお昼

をまたいで御飯も食べないでお母様方がずっとおしゃべりをされてたりとか、子どもさ

んは本当は体のリズムを作ってあげたいわけですね、お昼はお昼で一旦お食事をとって

もらってということで、そこがなかなかされなかったりとか、そういうのもあってお昼

の子どもさんの生活のリズムをつけるためにも、一旦閉めて、そこは家庭の方でお食事



をとってもらったほうがいいんじゃないかってことになったのが経緯でございます。あ

と、おひさま広場の方では、健康センター、ふれあいセンターがすぐ横にございますの

で、お昼休みの間はもしお食事をとられたい方がいらっしゃいましたらそちらの方を御

利用くださいということで御案内をさせていただいているような状況でございます。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

子どもにお昼御飯を食べさせないような人もいるっていうこともおっしゃいますが、

恐らくもう本当にごくごくまれな事例じゃないかな、何かそういう人たちばっかりいる

ようなことっていうのはもうあり得ないわけでですね。ごくまれにそういった方がいる。

それをやはり理由にするっていうのはちょっとどうなのかな。むしろ、もちろん除菌の

問題等も理解はできなくもないんですけれども、やはり１０時ぐらいから来てゆっくり

子ども達も友達同士遊ばせながらお母さんたちもいろんな日頃の会話をする。そして、

お昼御飯も弁当を持って来て自分たちと子ども達と食べたりしながら会話もし、そして

３時、４時ぐらいには帰ると。例えば１日を通してゆっくりそういった活動ができるっ

ていうのもある意味では、それはそれで非常に住民もそれは嫌だっていうことはないと

思うので、そういったことも一つ今後ニーズを是非調査をしていただいたりしたらどう

かなというふうに思います。ということは、現在の利用状況というのは、もう結果的に

そういったことになりますと、一旦帰ってまた出てくるというふうにはならないので、

結果的に半日の利用にしかならないんじゃないかと思いますが、この辺りの利用状況と

いうのは、つかめてるかどうかちょっと難しいかもしれませんが、いかがでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

村田こども政策課長。 

○こども政策課長（村田ゆかり君） 

ここ数年といいますか、２７年度ぐらいから保育園の入所がすごく年齢が早い時期か

ら入所をされてるお子様が増えてきたということが要因だとは思うんですけれども、利

用をされる子どもさんていうのが、０、１、２歳の本当にこう小さな子どもさんの利用

が多いように感じます。ということで、大体、午前中に利用をされるか、午後から利用

をされるか、ごくまれに午前に来られてまたお昼から来られているっていう方も見受け

られます。そしてもう１つは町長の答弁にもありましたように、子育て支援センターの

お部屋というのが１部屋しかスペース的にないものですから、そこのスペースの中で食

事を取れるスペースと、食事をとらないスペースを分けるっていうのが１つは非常に難

しいというところもございます。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 



是非今後住民の方々がどう考えていらっしゃるのかっていうのを調査して、やり方と

してはそんな難しいことじゃ、長崎市はなんなくやってる。特にそれでいろんな弊害

等々無いわけですので、是非長崎市の利用状況なんかも聞きながら、是非検討していっ

ていただければなというふうに思います。 

次に上長与公民館の入浴施設の問題なんですけれども、昨日回覧版でこの上長与公民

館の浴場の利用について９月２７日に住民の皆さんと意見交換をしたいということで、

そういうものが回ってきました。ここで住民の声を聞くんだなということは理解したん

ですけれども、この住民との意見交換会をする前の段階で、５月の連休明けぐらいから

の止まった状況の中で、住民の皆さんが早くオープンさせて欲しいよっていうような声

は上がってきてないのかどうか。その辺りをちょっと、実際のところの住民の皆さんの

ニーズというのは把握されてるかどうかお伺いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

青田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（青田浩二君） 

利用者の方からは、お風呂が休止になってから公民館の方、教育委員会の方にも電話

の方で問い合わせはずっとあってました。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

それでちょっと答弁の中で気になったのは、上長与地区からの利用が少ないというこ

とでおっしゃいますけれども、あんまり関係ないんじゃないかな。例えば丸田の温泉で

すね、あそこの入浴施設でも別に丸田の人の利用だけじゃなくて、ほかの所から来られ

ても全然構わないわけで、だから云々かんぬんというのはちょっとどうなのかなと思う

んですが、この辺りいかがでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

青田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（青田浩二君） 

上長与地区公民館の憩いの場ですね、こちらの方が設立されたときは、民間の温泉業

者と上長与地区公民館の２つの施設が町内にありました。現在は丸田荘もできてます。

あと２つの民間の温泉施設もできてますので、その時と状況も変わってきております。

実際、上長与地区公民館ということで、こちらの方が公民館に施設にある特殊施設とい

うことで、実際、憩いの場に来ていただいた方に直接講座とかに来ていただきたいとい

う目的で設置をされております。そういったことがちょっと今現状どうなのかなという

ことで、そういったことも含めて説明会等をさせていただきたいと思っております。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 



○１３番（堤理志議員） 

今の話ですと公民館機能として利用して欲しいんだ。もう長いことお風呂もあるわけ

ですから、住民の方はそういう公民館的な機能で使われる方もあれば、もう前々からあ

そこに行ったらお風呂があって、そこで常連の人達といろんな世間話もしながら、健康

づくりと言いますかね。そういう憩いの場としてもまさに使ってるということで、それ

を町の担当課がこっちの方の使い方して、こっちはどうなのというのは、もう今までも

議会でそういった話というのは行政の方から一切なかったもんですから、この使い方が

優先ですよ。この使い方は本来の使い方じゃないというような捉えられ方をされかねな

いような答弁だったと思うんですよね。ちょっとどうなのかなと思うんですが、いかが

ですか。 

○議長（内村博法議員） 

青田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（青田浩二君） 

通常、公民館施設に浴場っていうのは無いんですけれども、設置したときの理由に憩

いの場に来た方を対象とした講座等を開いて、そういった方に人間性なり学習の機会の

場を提供したいということでの目的で設置をされております。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

その点については、町がもくろんでた本来の利用目的とちょっと違った状況になって

きてるということで、それはやっぱり主権者町民が判断することなので、いろんなこと

が変わってくるということはあり得るので、そこに立ち至ってというのはいかがかなと

いうふうに思います。ちょっと時間も無くなってきましたので、この点については恐ら

く本音を言えば施設の老朽化もあるから、今後そんなのもひっくるめて検討しようとい

うことじゃないかと思うんですが、もう率直のところそういうことじゃないのかですね、

いかがでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

青田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（青田浩二君） 

確かに施設の老朽化っていうのはあるんですけれども、その利用者の方の声、そして、

地域住民の方の声っていうのも直接お聞きしたいということで、この地元説明会という

のを開かせていただくようにしております。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

分かりました。次にブロック塀の問題に移りたいと思います。同僚議員からもあって



ますので、重複する部分は避けたいと思うんですが、若干気になるのは、高槻市だった

と思うんですけれどもブロック塀が倒壊して子どもさんが残念ながら亡くなるという痛

ましいケースがありましたけれども、このときに、安全点検はやってたんだということ

ですけれども、どうも有資格者ではなかったということが１つ報道されておりますよね。

ですから、簡易検査ということなので恐らく有資格者じゃないのかなと思うんですけれ

ども、この点についてどういった方が点検をされたのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

青田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（青田浩二君） 

上長与地区公民館のブロック塀につきましては、ブロック塀の安全性に関する簡易診

断というもので診断をしております。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

簡易診断をされたのは、町の職員がされたのか、それとも建設会社等に委託して専門

的な知見の下に行ったのかですね。これは教育委員会だけじゃなくてほかのも。 

○議長（内村博法議員） 

青田生涯学習課長。 

○生涯学習課長（青田浩二君） 

生涯学習課所管分については職員が対応し、たまたま今、上長与体育館の工事をして

おりまして、そこの設計会社と建設業者にも見ていただいたら、鉄筋等も入って安全だ

ということでのお話をいただいております。 

○議長（内村博法議員） 

中尾土木管理課長。 

○土木管理課長（中尾盛雄君） 

公園については、土木管理課の職員によって簡易検査を行いまして点検を行っており

ます。 

○議長（内村博法議員） 

宮司教育総務課長。 

○教育総務課長（宮司裕子君） 

教育総務課におきましては、文部科学省の調査があっておりますので、それを基に教

育委員会の職員が行っております。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

基本的に町の方の職員で対応されたということですね。国の方からどういう指示があ



ってるのか分からないんですが、高槻市の事例を見ますと、建築基準法に合致してなか

ったということが言われてますけれども、例えば国の方から今後、専門的な方の検査を

するべきだとか、そういったことはないのかどうかですね、この辺りいかがでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

宮司教育総務課長。 

○教育総務課長（宮司裕子君） 

文部科学省の方から来ているのは、学校施設についての部分なんですけれども、そち

らにつきましては、外部点検を行って、それをクリアして今後もそれを使用する場合は、

内部点検をするようにということが来ております。 

○議長（内村博法議員） 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

時間もありませんので、以上で終わらせていただきます。 

○議長（内村博法議員） 

場内の時計で１４時１５分まで休憩いたします。 

（休憩 １４時０分～１４時１５分） 

○議長（内村博法議員） 

休憩前に引き続き会議を再開し、一般質問を行います。 

通告順９、中村美穂議員の①老人ホーム、介護施設への入所状況について。②小中学

校のエアコン設置についての質問を同時に許可いたします。 

２番、中村美穂議員。 

○２番（中村美穂議員） 

皆さんこんにちは。早速、私は２つ質問を用意しておりますので質問に入らせていた

だきます。まず１点目、老人ホーム、介護施設への入所状況について。健康で長寿を目

指すことは町民の願いであり、健康ポイント事業も開始されましたが、介護を必要とす

る人の増加は高齢化社会では大きな課題であると思います。また、高齢のため１人では

暮らせない人、自宅で家族が介護していく上で介護サービスを利用しながら生活されて

いる人の中には、老人ホーム、介護施設に入所を希望しているが、待機の状態、入所で

きる施設がないという声も聞きます。そこで本町の現状についてお伺いします。まず１

点目、養護老人ホーム、特別養護老人ホームの入所状況について。２点目、待機の状況

がある場合の解決策について。 

大きな２つ目の質問です。小中学校のエアコン設置について。地球温暖化の影響で毎

年気温が上昇しています。特に今年は全国では４０度を超える地域もあり、猛暑ではな

く酷暑と表現されています。長崎県はエアコン設置率が全国平均を大きく下回っている

状況ですが、教育の町長与として早急に対応しなければいけないのではないかと考えま

す。そこで、次の点についてお伺いします。まず１点目、小中学校のエアコン設置率に



ついて。２点目、教室内の適温基準を超えている日の対応について。３点目、熱中症の

発生件数について。４点目、エアコン設置の時期について。 

以上、質問いたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

それでは、中村議員の御質問にお答えをいたします。２番目の御質問につきましては、

所管をしております教育委員会から回答いたします。私の方からは１番目の御質問につ

きましてお答えをいたします。１番目１点目の養護老人ホーム、特別養護老人ホームの

入所状況等々についてということでございます。この養護老人ホームの入所者数は、平

成２９年度末時点で４施設に５名となっています。また、特別養護老人ホームの入所者

数は、平成２９年度末時点で２２施設１３５名となっております。次に２点目の待機の

状況がある場合の解決策についてとの御質問でございます。待機者の解消を図るための

施策としまして、特別養護老人ホーム等の介護施設整備を図ることも必要であります。

施設整備により介護保険財政を圧迫し、その結果として保険料の急激な上昇に繋がって

しまうと、これは何もかもないんでですね。そうならないように、この介護老人福祉施

設、あるいは認知症高齢者グループホーム、有料老人ホームなどの居宅、特定施設等を

総合的に活用していくとともに入所希望者の待機者の状況を踏まえながら介護施設整備

を合わせて図っていくと、こういったものが大事なんじゃないかと思っております。 

一方、特別養護老人ホーム以外の受け皿といたしましては、在宅で介護や医療を行う

環境の整備を図る必要があります。町では、長与町在宅医療介護連携推進協議会を設置

しておりまして、医療介護連携に係る資源調査や多職種連携研修、普及啓発活動につい

て重点的に今現在のところ取り組んでおります。本年の７月より地域包括支援センター

内に長与町在宅医療介護相談窓口を置きまして、在宅での介護やいろんなことで困り事

がある場合の皆さん方の相談に乗っておるというところでございます。待機者の方もそ

れぞれ認知症の度合いや家庭環境など状況が異なりますので、個別のケースごとにケア

マネージャーとの調整やサービスの調整などきめ細かな対応を行っておりますので、ま

ずは地域包括支援センターに御相談をしていただきたいとそのように思っております。 

私の方からは以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

勝本教育長。 

○教育長（勝本真二君） 

では、私の方から中村議員の２番目１点目の小中学校のエアコン設置率についての御

質問にお答えいたします。町内の小中学校のエアコン設置率につきましては、平成３０

年５月１日現在、小学校の普通教室９６教室のうち、設置済みが南小特別支援教室２教

室で２％となっております。特別教室７２教室のうち、設置済みが１０教室で１３.



９％となっております。中学校につきましては、普通教室４２教室に全て設置されてお

りませんので設置率は０％となっております。特別教室６１教室のうち、設置済みが１

１教室で１８％となっております。 

２点目の教室内の適温基準を超えている日の対応についての御質問にお答えいたしま

す。今年４月１日より学校衛生基準が一部改正され、望ましい温度基準が１７度以上２

８度以下に見直されました。２８度を超えた日に限らず、教室では暑い時には水分をこ

まめに補給するよう指導しております。 

３点目の熱中症の発生件数についてお答えいたします。本年度１学期に熱中症の診断

を受けた件数は０件であります。しかし、学校で暑さによって保健室で休養させたり、

早退した件数は１４件あります。また、夏休み中の中学校部活動において熱中症が発生

した件数は、昨日もお話ししましたが３件でございます。 

４点目のエアコン設置の時期についての御質問にお答えいたします。長与町としまし

ては、今年のようなこのような酷暑を考えますと、空調施設の設置は課題の１つである

と認識しております。今後、できるだけ早い時期の設置に向けて教育効果、設備費、設

置場所、工事期間等の調査研究を進めてまいります。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

それでは再質問に移らせていただきます。まず、今回養護老人ホームと特別養護老人

ホーム、これはそれぞれ違う施設で、簡単に言いますと生活状況の改善や措置の意味合

いがある養護老人ホームと要介護認定３以上の人が入られる特別養護老人ホームと両方

お尋ねしたんですけれども、この両方お尋ねした理由というのは、ともに高齢者の方の

問題であると思ったからです。元気に暮らしていても自宅で自立して暮らせなくなった

とき、また、不安を感じている方の相談窓口、先程、地域包括支援センターというふう

に答弁がございましたけど、再度それぞれどこが窓口なのか、お願いいたします。 

○議長（内村博法議員） 

細田福祉課長。 

○福祉課長（細田愛二君） 

養護老人ホームの方の相談窓口、申請窓口も含めてなんですけれども、福祉課の方で

受付をしていたしております。特別養護老人ホームの方の相談等の窓口につきましては、

介護保険課の方が担当窓口となっております。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

それぞれ意味合いが違いますので担当課が違うけれども町の窓口であるということで

理解したいと思いますけれども、こういう申請に至るまで、通常であれば役場に行くっ



ていうのが普通かもしれませんけれども、１人暮らしの高齢者の場合は、民生委員や町

の訪問、または地域の老人会の見守りなどがあって、体調の変化などに気付いて病院へ

の受診を勧めたり、また役場などに行くように繋げることができますけれども、家族が

いても昼間は高齢者のみの家庭、昼間独居と言って高齢者だけという形になっている方

や高齢者の御夫婦の場合、その場合の行政側からの対応というのはいかがでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

辻田介護保険課長。 

○介護保険課長（辻田正行君） 

現在、介護認定をされていない方の支援ということなんですけれども、こちらにつき

ましては、まず、高齢者の方に訪問看護師が節目の年にそれぞれ回っております。その

分で介護が必要とか、そういった部分につきましては、包括支援センターで情報を連携

してその分で必要なサービスがないかということで、個別に相談を受けております。ま

た、高齢者のみの世帯ということで、そちらについても民生委員の相談であったり、御

近所の相談、御家族の相談も含めてそういった相談を受けまして、包括支援センターの

方でその後、相談内容に応じて必要な支援というのを行っていっております。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

それでは民生委員や地域の方からの情報という形で町に入ってきた場合、実際に介護

担当課に寄せられた場合、介護施設とかサービスにどのように繋げていくんでしょうか。

相談は受ける、そういう情報が入ってきた。そこをもう一度お願いしてよろしいですか。 

○議長（内村博法議員） 

辻田介護保険課長。 

○介護保険課長（辻田正行君） 

相談の内容によりますけれども、まず介護の認定を受けられてる方につきましては、

ケアマネージャーがおりますので相談等の窓口とかサービスの提供につきましては、ケ

アマネが主に相談に乗っております。相談内容に応じては地域包括支援センターの方で

個別に協議ということで、相談の内容によって例えば必要なサービス関係課との協議を

経て、必要なサービスというのを繋げていくようになります。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

そういった場合には、やはりその対象者の方とか御家族にやはり一度役場の窓口とい

いますか、そういった所に出向いていただくんでしょうか。それとももう状況によって

は来られない方もいるかもしれないんですけど、そういった手続とかの面ではやはり１

度来ていただくような形になってるんでしょうか。 



○議長（内村博法議員） 

辻田介護保険課長。 

○介護保険課長（辻田正行君） 

介護保険の認定を受けてない人で申し上げますと、相談があった場合につきましては、

こちらの方からお伺いしたり訪問したりということで、もし来られない方は訪問という

ことで対応しております。また、窓口に来られた方につきましては、窓口相談員という

のを包括の方に置いてますので、そちらの方が必要なサービス、制度の内容等につきま

して詳しく説明をしております。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

訪問看護やいろいろな方からの情報によって、それぞれ対応されているということは

分かりましたけれども、節目節目の年齢ではなくて、ちょっともしかしたらどうかなっ

ていうふうなことも、物忘れがひどくなったっていうか、それが病的なものなのかどう

かまだ分からないとか、７月からの町の委託事業で認知症カフェというのが社会福祉協

議会でされてると思うんですけど、そういった所は、その認知症の方、家族の方でなく

ても、そういった場所に行かれる方もいるのかなと思うんですけれど、そういう場所で

も、そういう相談とか受けられるような状況になっているんでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

辻田介護保険課長。 

○介護保険課長（辻田正行君） 

社協の方に委託して認知症カフェということでカフェを開設しておりますけども、そ

れにつきましては主に認知症の御家族の方のケアという部分も含めてこちらの情報交換

を行っております。また、御家族の方で不安になったり御相談という形も当然ここで受

けております。また、認知症初期集中支援チームというのを立ち上げました。今年度か

ら立ち上げてますけれども、その中で、初期集中支援チームにおいて相談員というのも

こちらの方で設けておりまして、その相談員が各民生委員と近所の方とか、この方はち

ょっと怪しいとか、ちょっと対応がっていう場合にはこちらの方から出向いて状況を確

認したりっていう部分も行っております。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

大きく説明をいただいたかと思うんですけども、参考までに４月から認知症カフェっ

ていうのが始まりましたけど、利用者数とかっていう人数とかはお分かりですか。 

○議長（内村博法議員） 

辻田介護保険課長。 



○介護保険課長（辻田正行君） 

認知症カフェにおきましては、月１回ということで開催しておりますけれども、今現

在２回開催をしていまして、参加者につきましてはボランティア以外の方で、御家族の

方で２９名ということで延べ２９名の方が参加していただいております。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

まず相談をして、その方の状況によっては介護認定を受ける。そののちに認定の度合

いによってもかとは思いますけども、介護サービスの利用になるということで、そうな

りますとケアマネージャーの方が付くようになると思いますので、いろんな情報を御本

人の方、御家族の方にお知らせをされると思うんですけれども、そこにはいろいろケア

プランとかの作成とかされると思います。使用するサービスごとに恐らくケアマネージ

ャーとのこともそうだと思うんですが、契約書っていうのが発生すると思うんですよね。

で、よくデイサービス今利用されてる方、非常に多いかと思うんですけども、そのサー

ビス事業所とその方ご本人、家族ですね。そういった方の契約っていうか、大げさに言

うと契約ですけれども、契約書を交わすようなると思うんです。高齢の御夫婦の場合、

子供さんがいたりとかだったら割と書類もスムーズに済むのかなと思うんですが、こう

いうのを書くんだったら、もう何かサービスば受けるとは大変ねぇと言う声も聞きます。

そういった場合、もう１回１回書類を出すのが決まりなので仕方がないかなと思うんで

すけど、そういう困ってらっしゃる方のケアっていうのは、何かされてますか。 

○議長（内村博法議員） 

辻田介護保険課長。 

○介護保険課長（辻田正行君） 

要介護認定者につきましては、ケアマネージャーが個人との橋渡しということで対応

するようになるんですけども、要支援の方につきましては、町の包括の方で対応してお

ります。町の包括のケアマネージャーが対応してますけれども、そこにはこちらの方と

しては、個人によく分かりやすく丁寧にということで、説明をする旨の指導をしており

ますし、書き方が分からないとか、そういった部分も含めてフォローを行っております。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

それでは次に町内３か所おそらくあると思うんですけど、特別養護老人ホーム、こち

らの待機人数が分かれば教えていただきたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

辻田介護保険課長。 

○介護保険課長（辻田正行君） 



町内には特別養護老人ホームが３か所ということであるんですけれども、１か所につ

きましては地域密着型ということで、町民のみの対象ということで、残りの２つの施設

については広域型ということで町外の方も御利用になられます。その旨含めて３施設で

２５０名の待機の方がいらっしゃるんですけれども、これにつきましては、各施設に重

複して申し込まれてる方も含んでおりますので、実際に待機者が何人というのはこちら

の方ではちょっと把握できないという状況になっております。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

１人の方が何箇所か重複して申し込みをされているために、このままの数字が全て待

機というふうにはならないと思いますけれども、この状況で実際に在宅介護とか、特別

養護老人ホームに入れないのでグループホームを利用するとか、いろんな方法があろう

かと思います。そういった場合、１番問題なのは費用の面かと思うんですけども、そう

いう費用に当たっての相談とかそういったものは多くありませんか。 

○議長（内村博法議員） 

辻田介護保険課長。 

○介護保険課長（辻田正行君） 

施設の利用料に対する費用の相談という部分で、特にこちらの方、集計等を行ってお

りませんけれども、施設の入所に関する相談ということで、こちらの方が把握してる件

数で言えば、昨年で言いますと３２件の入所に関する相談があっております。 

○議長（内村博法議員） 

中村委員。 

○２番（中村美穂議員） 

私達も地域で、私に相談しても何も改善するということじゃなくて聞いてもらいたい

というようなことで、まずは御自身で御主人を看たいということで在宅介護をされてる

方がおられました。しかしながら介護度が上がって入所をされたわけなんですけれども、

そうしましたらいろいろ要介護５になると。その方のいろんな面がお１人１人違うと思

いますので、１８万から２０万ぐらい。そうなるとその奥さんの生活費が出ない。非常

に大変だなあということで思いました。なので、もちろんそういう高額なサービス料と

これはもう決まりですからしようがないと思うんですけれども、そういうところで、ど

うしたら家族のいろんな面で介護で心も体もですね。いろいろな面でケアをしないとい

けないところがあると思います。当然、要介護状態になっていればケアマネージャーの

方が付いていらっしゃるので、いろんな相談に乗ったり専門的なアドバイスをされたり、

ほっとくということは絶対ないので、そこまでは心配はしていないんですけれども、そ

ういう状況にある場合ケアマネージャー以外での御家族の方の心のケアというか、話を

聞くだけでも軽くなる、大変さが軽くなるというわけじゃないですけども、聞いてもら



いたいという訴えは結構あるんですよね。そういうような相談ではないけれども、そう

いう話を聞くような場所っていうのは、ケアマネージャーがしてないってのはないんで

すよ。ケアマネージャー以外で、そういった所は町内にたくさんあるんでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

辻田介護保険課長。 

○介護保険課長（辻田正行君） 

町長答弁にもございましたけれども、本町では、長与町在宅医療介護連携推進協議会

という協議会を立ち上げております。この中で医療介護の連携という部分で、いろんな

職種の方の連携をこの場で連携を深めております。その中で住民の方への普及啓発とい

う部分も重点的に取り入れてるんですけども、その中でケアマネだけの相談という部分

ではなく、いろんな施設の方や介護に携わっている専門職の方に相談ができるように、

住民にどうやってそういった相談窓口のＰＲをしようかということを今現在話し合って

おります。実際に包括の方で相談を受けている部分なんですけれども、介護の料金以外

に含まれる部分は年間で２６８件の介護に係る相談があっております。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

分かりました。最近では私の地域でも認知症と疑われるような行動をされる高齢者の

方がいらっしゃいます。しかし、御本人は物忘れがひどくなったなということ、病気と

いうふうに多分なかなか捉えないし、家族の方も余り気付かないというか認めたくない。

これが本当の原因かなって。そんな何でもかんでも病気じゃないかというふうに思うよ

うなことはないですよね。しかし心配なのは、ちゃんとしてる時とそうじゃない時って

いうことでいなくなったりとか、そういうことが疑われる方がいらっしゃって、病院の

受診とか相談に至っていないようなケースもあるんではないかと思います。こういった

方のサポートっていうのは何か重複するかもしれませんけど、やはりこの民生委員が訪

問するわけでもなく、定期的な年齢の訪問看護、そこにも当たらず１人暮らしでもない。

家族が一応いるけれども、なかなかそういった自分がいるときにはお父さんお母さんが

しっかりされている。ということで、そういった場合の今いろいろ個人情報があるので、

そういうのを地域の人はどうなのかなあ、でも御家族もいるし、もしかしたらその介護

認定とか、御家族が進められてとか、病院にまず行かれてとかされたらいいのになあっ

て思う方がいますけど、そういったことをやっぱり他の人のおうちのことまでなかなか

言うことはできませんよね。そういう場合、町と行政側として、もしも情報として入れ

ば例えば訪問看護とかでされて、いろんなお話をされて保健師の方がお話をされて、ち

ょっとと思われたら繋げられるのかなと思うんですけど、なかなかそこにならない人も

いるような感じがするんですね。そういうのはどういうふうに対応していこうというふ

うにお考えでしょうか。 



○議長（内村博法議員） 

辻田介護保険課長。 

○介護保険課長（辻田正行君） 

まずその認知症の疑いがある方々のフォローなんですけれども、御本人が言われるこ

とはまずないかと思うんですけれども、御家族の方や御近所の方、民生委員の方が気付

かれてこちらの方に御相談に来られる場合はいいんですけども、御本人もしくは家族の

方が気付かれないっていう部分で相談もこちらの方にないっていう部分では、ちょっと

うちの方も手が打ちようがないんですけれども、何らかの変化が御家族の方で気付かれ

た方があるとか、そういった部分で広報等に介護のページを設けてるんですけども、そ

ういった記事の中で相談はこういったところでできますよというＰＲをしていますので、

そういった部分で広報等で周知するという分を今後考えていきたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

なかなか認知症の専門知識っていうのは無い方が多いんですよね。だから認知症サポ

ーター養成講座というのが、町の方でも希望をすれば開催をしていただけたりするって

いうのは分かっているんですけど、私も、職員の方もオレンジの輪っかを付けている方

がたくさんおられるかと思うんですけれども、そういう方が地域にもたくさんいらっし

ゃれば、いち早くちょっとおかしいかなって、おかしいって言い方は失礼ですけれども、

もしかしたら御病気になられ始めてるかなとか、お１人で違う場所に歩いて行ってしま

う。御家族といつも奥様と一緒にいるはずなのにっていうことで、やはりどうされたん

ですかっていう適切な知識に基づいた声かけっていうのができるようになるように、こ

ういう認知症サポーター養成講座の周知なども図って、より図っていって１人でも多く

の方がこういった専門の知識を身につけられればと思っているところです。国は在宅介

護を進めています。もちろん私も今回の質問をするに当たって町に何か施設を多くした

方がいいとか、そういうことの働きかけで質問をしているわけではないんですけれども、

現状として高齢者の方がたくさん増えているし、私も多分なってどちらかにお世話にな

るんじゃないかと最近思うようになりました。そうした場合みんな思うことが家族に迷

惑をかけたくないとか思うと思います。できるだけ住み慣れた家で暮らすことが最善で

あると思っております。しかし、老々介護、御夫婦ともに御高齢とか、介護をするため

にやむなく仕事を辞めなければならない。様々な問題があるように思います。町も今先

程お伺いしたとおりいろいろと相談窓口も広げていらっしゃいますし、いろんな情報を

たくさんお持ちだと思います。しかし、これをこの情報がたくさんあるし、実際窓口を

広げてるのにあんまり周知っていうのがなかなかされてないように思うんですけれども、

こういった高齢者の問題について、是非町長のお考えをお伺いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 



吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

今、議員がおっしゃることは本当にそうだと思うんですね。家族と一緒にお住まいに

なってる方は、家族の方が少しちょっと認知が入ってきたかなっていうことが分かるし、

でもお１人でお住まいの方の場合どうしてもその辺りが気付きが遅くなってしまうとい

うことがあるんですよね。だから私はやはり今、民生委員児童委員の人たちの声も出ま

したけども、地域の自治会の方々とか、それから社会福祉協議会とか、役場は当然です

けれども、その中にいるケアマネージャーとか地域包括支援センターというのも立ち上

げてますけれども、その辺りの周知もまだまだ十分じゃないかもしれませんけども、今

後、今議員がおっしゃるように高齢者っていうのが増えてくる状況の中において、施設

が足りるのかどうかとか、あるいはそういった家族の方とか御本人の心の部分に寄り添

ってケアできているのかどうかというのもありますので、その辺り今後ますます重要に

なるかと思うんですよ。町としましても私も子育て、教育、介護といって、住み慣れた

地域で最後まで住めるというのが１番理想的ですので、それはやっぱり個人、家族、住

む地域、ケアマネージャー等々ですけど、やっぱり地域の方々との連携をどうしていく

か、見える関係をいかに作っていくかと。よく私、碁なんか打ちに行くんですけども、

その時にお１人住まいの方も碁に参加されてるんですね。そしたら分かるんですね、話

しながら。だからそういった形での御高齢者の方々がいろんな所でサロン等々もござい

ます。そういったものも踏まえて呼びかけていくということも、町としては今後大事な

ことじゃないかなというふうに思ってます。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

先程今町長がおっしゃったようにサロンとか地域の老人会の方々とか、今はもうホー

ムページとかＳＮＳで情報を取る。もちろん高齢者の方だからそういったものが使えな

いということはありません。何でも多岐に渡ってよくできる方もおられますけど、やは

り実際に会って説明を受けて、こういうのがありますよ、こういうサービスがあるんで

すよっていうことを、そういう所に、高齢者の方がお元気なうちに集まる所で、こうい

う長与町はこういうふうにしてますよっていうことを大変だと思うんですけど、出向い

て行かれて説明をされたら長与町はこんがんしてもらいよっとねっていうことが分かれ

ば不安なく生活できると思いますので、是非その点を進めていただければと思います。 

では、次の質問に移ります。２点目のエアコンの設置ですけれども、昨日からずっと

同僚議員がエアコンの設置については質問をしておりますので、教育委員会の答弁も恐

らくもう決まった形というか、なかなかそれ以上言うのは難しいのかなと思っているん

ですけれども、設置率が先程全国平均が４９.６％に対して県内８.６％ということです。

かなり低い。これはもう自治体の采配というか、自治体ごとで。東京は１００％辺りで



すよね。ということで対応しているということですけども、改めて先程教育長が答弁を

されたと思うんですけど、本町の設置率の低さについてどう思われますか。 

○議長（内村博法議員） 

勝本教育長。 

○教育長（勝本真二君） 

もうどうしても東京は１００％っていうのは、交付税措置をしてない自治体ですもん

ね。やはりそこ辺りがあるんじゃなかろうかと。やはり財政的に余裕あるとこは、やは

りそういうところが早目早目に設置しているんじゃなかろうかと思っております。ただ

やはり全国的な傾向であるんですが、愛知辺りがこないだ事故が起きたあの辺あたりに

しても、本当は結構お金があるのにわりと設置してないと。急々に設置し始めたという

ような、今、どこの自治体も本当去年の状態で全国で５０％ぐらいの実態だったんです

が、やはり前倒しをして早目早目にやろうという自治体が動き始めまして、やはり特に

今年あたりの酷暑を見ると、やっぱりこんな状態であればやはり早目に動くしかないか

なと、何しろできるだけ私たちとしても精いっぱい努力をして高めていきたいなと、早

目に動きたいなと思っております。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

答弁の中にもあったと思うんですけれども、文部科学省が今年の４月に教室内の適温

基準っていうのを１０度以上３０度以下から１７度以上２８度以下に変更をされました。

実際に近隣の学校に聞きましたところ３３度くらいであると。教室内の温度がですね。

そういった場合、そういった場合といいますか、対応策ももちろん聞いたんですけれど、

扇風機を各教室２台以上入れております。窓を開けております。水分をとにかく小まめ

に取るように子供たちに指導をしております。というようなことをお聞きをしました。

この基準っていうのなんですけど、今一度お尋ねしたいのが、多分それ以上に何かされ

てるってことはないと思うんですけれども、この基準っていうのは、基準ということな

ので特に絶対守らなければいけないというようなものじゃないんでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

勝本教育長。 

○教育長（勝本真二君） 

守って欲しいっていうことじゃないだろうかと推測します。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

分かりました。熱中症の発生件数を先程お伺いしましたけれども、熱中症の件数とい

うのは無かったと。部活動の中で３件、もちろん保健室等々でちょっと具合が悪いとい



うことで、保険室を利用された子供はいたけれども大事に至ってない。本当に良かった

なと思っております。ここで私達の子供の頃は水筒を持って学校に行くということはな

くて、学校の水道で水道水を飲んだ。今とは全然気温が恐らく違いますし、そういう必

然性がなかったのかなと思うんですけれども、学校に行く時に多分みんな水筒を持って

来ると思うんですけど、学校が終わるまでに水筒の中身が無くなってしまう子は結構い

るっていうふうに聞いてるんですね。現場の対応としてはもちろん水道を飲んじゃいけ

ないわけではないので水道水で対応したり、体調を崩した子供さんの場合は、保健室に

行った場合は保健室でまたちょっと水分を取らせるとか、そういう方法をされているよ

うなんですけど、高校とは義務教育と違いますので比べてはいけないかなと思ったんで

すけど、暑さ対策の点からいって高校には冷水機、全部の高校にあるわけじゃないです

けど、冷水機が設置されてる場合もあるんですよね。こういう冷水機を設置するとかい

うお考えはないでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

金﨑教育委員会理事。 

○教育委員会理事（金﨑良一君） 

お答えいたします。冷水機につきましては、これまで衛生上等の理由もありまして、

小中学校に設置するということはございませんでした。これからもこういった状況があ

りますので、また衛生上のこと、あるいは今、お話しいただいてますいわゆる熱中症防

止の観点から検討の余地はあるかと思いますけども、今の時点では、まだ検討のところ

までは至っておりません。そういうふうな背景がございます。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

小学生、中学生と子どもたちのことで、特に心配なのは小学校低学年のお子さんです

ね。体が小さい、おおむね小さいまだ発達状態の子供の登下校、特に下校でしょうか。

登校の時は幾分少し、涼しくはないですけれども、体力もあるでしょうし。学校ってい

うのは月曜日と金曜日が特に小学校の場合は荷物が多いですよね。体操着があったり、

給食着があったりとかいろんなことがあって、そういうことで持って行く物が多いんで

すけど、私の子供の頃なんかは勉強道具を置いたら置き勉っていうことで絶対だめ、そ

れは当然だと思うんですね。勉強道具を置きっ放しにして空で帰っていいわけはないん

ですけれども、例えば資料集とか辞典とか絶対毎日使わない、この夏とか大変な体力を

消耗する時期には、そういったものの現場ではされてるのかもしれないんですけれども、

そういったものの対応とか、それとか恐らく小学校の先生方はされているだろうと思う

んですけれど、例えば体育がもう金曜日なかったら体操着を木曜日に持っていかせると

か、そういった配慮も小さな体の負荷を、負荷というか、それを考えればそういう対応

もあるのかなと思うんですけども、現場の方ではいかがでしょうか。 



○議長（内村博法議員） 

金﨑教育委員会理事。 

○教育委員会理事（金﨑良一君） 

お答えいたします。まず、体操着等の夏のことということで限定させていただければ、

夏は非常に汗をかきますので、体操服について１週間そのまま学校に残すということは

ございません。洗濯等が必要ですので、それは適宜持ち帰らせるということをしており

ます。週末に多いのが、御指摘のとおり給食の当番をした給食着とか、あるいは上履き

等を持って帰るということで、月曜日と金曜日に多少多くなるという状況かなというふ

うに思っております。小中学校を通して教科書を持ち帰るということは原則にしており

ます。ただ、これも議員御指摘のとおり資料集とか、余りこう使わないような状況の物

については、もう年度の始めからこういった物については、置いていってもいいという

ふうなことを最初から御家庭の方にも提示しておりまして、そのことで多少の軽減は図

れてるかなというふうに思っております。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

私はこのエアコンの設置について、まず実際にいろんな費用の面で大変だからなかな

か難しいだろうと。昨年来から同僚議員の方が質問をされておられましたけれども、実

際につけるのは難しいのかなという考えでいました。義務教育かそうでないかとか、公

立か私立かとかそういったこともあろうかと思うんですけども、実際に市内の県立高校

は、当然高校だからついているだろうと思っていました。ついこの間、このエアコンの

設置について事務長先生に話を聞いたら、これは県費ではついておりませんと。県費で

はとてもじゃないけどエアコンはつけませんって言われて、ＰＴＡの方々と話をしまし

て、分割払いというかリース詳しくは聞いておりませんけども、そういった状況でつい

ているのがエアコンというふうに聞きました。また、高校になりますと保護者の方から

は冷暖房費ということで、毎月徴収というのがあります。ＰＴＡ会費等とですね。そう

いうことを考えるとランニングコストも小中学校当然義務教育ですので、保護者の方か

ら徴収することはできないと思います。そうするとこの冷暖房費の徴収というか、冷暖

房費は徴収できないのでだから当然これはもし、ついたとしてと言いますか、今、検討

余地ということですからつけるに当たって、そのもちろん電気代かガスかどうか分かり

ませんけれど、そういうのは町の負担ということになるんでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

宮司教育総務課長。 

○教育総務課長（宮司裕子君） 

そちらは町の負担になります。 

○議長（内村博法議員） 



中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

分かりました。では検討段階であるということを踏まえて、しつこく聞いて申し訳な

いんですけれど、エアコンをもし設置工事をする場合は、できれば来年の夏までってい

うことで先程来ですね、ずっと答弁をされてらっしゃると思うんですけども、そうした

場合、学校が長く休みっていう時期がなかなか難しいのかなと。確かに短い休みはこれ

から先もありますけど、そういった場合、例えば夜間工事をするとか、そういうような

ことでの対応を視野に検討されてるということでしょうか。 

○議長（内村博法議員） 

宮司教育総務課長。 

○教育総務課長（宮司裕子君） 

まだそちらについては検討している途中ですので、現時点ではお答えすることができ

ません。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

分かりました。町の財政はとても厳しいと私の方も理解をしておりますけれども、教

育の町長与ということで町は表明しているというか、それを主軸に定住促進も図ってる

わけですよね。ですので、私もいろいろな考えをいろいろ思いながら今回もやはりこの

酷暑に子供たちの命に関わることであるので、ぜひ小中学校のエアコン設置をお願いし

たい。できれば来年の夏というか、暑くなる前にお願いしたいなと思っているところで

すけれども、町長、何度も聞かれてあれだと思うんですけれど、町長のお考えを是非お

聞かせください。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

議員がおっしゃるように町としましても、このエアコン設置については一財というの

が１番大きな課題になりますので、これをどうして捻出するかというのが、これはもう

本当に大きな課題です。今日も議員から出ましたけども、いろんな形でいわゆる節約を

していくという形で、エコの活動もそうなんですね。この何年間で７,０００万ぐらい

節減できたとか、それからごみ焼却施設を作ったと、そして、これによって長崎市に依

頼した分よりも随分安く、これもいわゆる節約できているわけですね。だから節約する

ものを節約していって、そのお金を回していくということしかないんですよ。優先順位

はこちら上がってるわけですからね。だから、そういった形で長与町としても今から財

源のそういった部分をいかに節約できるかと、いかに効率よくできるかということを主

眼において検討してるということです。生命に関わることですので、これはやらなくち



ゃいけないことなんで、そこはこちらもみんな一致団結してやる方向で今準備を進めて

おりますので、そのように受け取って欲しいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

中村議員。 

○２番（中村美穂議員） 

分かりました。では、以上で私の質問を終わります。 

○議長（内村博法議員） 

場内の時計で１５時２０分まで休憩します。 

（休憩 １５時５分～１５時２０分） 

○議長（内村博法議員） 

休憩前に引き続き会議を再開し、一般質問を行います。 

通告順１０、河野龍二議員の①高田南土地区画整理事業について。②小中学校のエア

コン設置についての質問を同時に許可します。 

１４番、河野龍二議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

本日最後の質問になりました。２つの大きな質問を提出いたしましたが、いずれも同

僚議員が質問をしております。重複する回答となりますが、通告に従って質問をさせて

いただきたいと思います。まず初めに、高田南土地区画整理事業について。高田南土地

区画整理事業は本町の町政運営並びに財政運営に大きな影響を与えています。先日、全

員協議会において、今後の実施計画の変更案が提案されました。その内容は、事業施工

期間を１０年延長し、完成年度を平成４２年度に変更すること。事業費を約３５億円増

額し、総事業費を約３１６億円に変更、そして、残事業を一括施工に切り替え、その一

括事業費を約６０億円、５年を目途に工事を完了させることが説明されました。変更の

内容について改めて質問させていただきます。１、民間事業者への一括発注は各年度に

またがる債務負担行為となるのか。２、今後の５年間の事業に対し、国、県の補助は確

定しているのか。３、財源確保の具体的な考えはあるのか。４、一般会計に与える影響

はどのように考えているか。２つ目に、小中学校エアコン設置について。今夏の猛暑で

小中学校へのエアコン設置が社会問題となっています。最近では長崎市が議会の申し入

れにより２年後を目途に設置を公表されました。また佐世保市、西海市でも同様の報道

がされているところであります。前回この問題で質問したとき、教育委員会は平成３２

年度を目途に設置の方向で取り組みたいとの回答でありました。気温が４０度に近い状

況を考えると、平成３２年度が果たして良策か検討が必要ではありませんか。改めてエ

アコン設置の考えを伺います。また、それまでの猛暑対策をどのように考えているか。 

以上質問いたします。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 



○町長（吉田愼一君） 

それでは本日最後の質問者であります河野議員の御質問にお答えをいたします。なお

２番目の御質問につきましては、所管をしております教育委員会から回答をいたします。

私の方から１番目の御質問についてお答えをいたします。１番目１点目の高田南土地区

画整理事業の質問でございます。議員御指摘のとおり一括施工に係る請負契約につきま

しては契約期間が複数年にわたるということから、本町におきましても債務負担行為等

の計上を予定をしております。なお、本件契約につきましては本事業の受託施行者であ

る長崎県が直接の契約主体となりますので、長崎県においても同様の取り扱いがなされ

るものと考えております。本町は本件契約に係る直接の発注者及び契約主体とはなりま

せんけれども、本事業の事業費は本町が長崎県に支払う事業委託料によって賄われてお

りますので、本町において一括施工の契約期間において必要な事業費の担保を行うため、

債務負担行為等の計上を予定をしておるところでございます。議会への計上を行う時期

あるいは金額等の詳細につきましては、今後も引き続き長崎県と調整を図ってまいりた

いと、そのように考えております。続きまして、２点目の国、県の補助は確定している

のかという御質問でございます。現時点におきまして、一括施工に対する国庫補助金を

およそ１５億円、県補助金をおおよそ３億円と想定をしております。いずれの補助金に

つきましても、それぞれ国及び県における予算でありまして、現時点で将来にわたる補

助金の交付が確定しているということはございませんけれども、確実な配分がなされる

よう今後とも国及び県に対する要望活動をこれまで以上に積極的に行ってまいる所存で

ございます。続きまして、３点目の財源確保の具体的な考えはあるのかとの質問でござ

います。財源の確保につきましては、２番目の御質問で答弁いたしましたとおり、国、

県の補助金につきましては確実な配分がなされるよう、今後とも国及び県に対する要望

活動をこれまで以上に積極的に熱く行ってまいります。また一括施工に係る契約におき

ましても残工事の施工と旧道の尾公園部分の保留地の買い受け、この２つを一体とした

契約とすることで、可能な限り財源確保に努めてまいりたいと考えております。次に４

点目の一般会計に与える影響をどのように考えているかとの質問でございます。一括施

工の発注により短期間に多額の財源が必要となりますけれども、事業の長期化により地

権者や関係者の皆様に大変な御不便と御迷惑をお掛けしている現状におきまして、事業

の早期完成が何よりも重要であり肝要であると認識しており、財源につきましても慎重

に判断し進めてまいりたいと考えております。長引かせるほど経費がかさむものと考え

ております。私の方からは以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

勝本教育長。 

○教育長（勝本真二君） 

では河野議員の２番目の小中学校のエアコン設置につきまして、またそれまでの猛暑

対策につきましての御質問にお答えいたします。小中学校の普通教室の空調設置につき



ましては、議員御指摘のとおり、近隣の市町が空調設置の方針を表明していると新聞報

道がされております。長与町としましても今年のような酷暑を考えますと、今後できる

だけ早い時期の設置に向けて、教育効果、設備費、設置場所、工事期間等の調査研究を

進めてまいります。次にエアコンが設置されるまでの猛暑対策につきましてお答えいた

します。熱中症は予防が大切であると捉えております。熱中症を防ぐために環境状況の

把握、指導の徹底について取り組んでまいりたいと思います。まず環境状況については、

各学校で気温と湿度を測定し、暑さ指数を把握させます。次に指導の徹底につきまして

は、以下の５点、５つのポイントを実践させます。１つ目は、教職員に児童生徒の顔色

や汗のかき方を十分に観察させるようにいたします。２つ目は、のどの渇きに応じて適

度な飲水ができる能力をつけさせたいと思います。３つ目は、日頃から適度に外遊びを

奨励し、暑熱順化を促進させます。４つ目は、熱放散を促進する適切な服装を選択し、

環境条件に応じて衣服の着脱を適切にできるよう指導していきます。５点目は、スポー

ツ時にはさらに小まめの水分補給と無理をさせないようにしたいと思っております。熱

中症により命の危険にさらすことがないよう予防を徹底してまいりたいと存じます。 

以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

それでは再質問をさせていただきます。まず区画整理事業のところですけども、質問

しましたように先日の全員協議会で説明いただいた内容によりますと、一括施工の事業

費が約６０億だということで、それで、国の補助金が１５億、県の費用が３億というこ

とであります。これで１８億ですね。６０億ですから、先程一括施工を請け負う事業所

に保留地の買い取りをしていただくということを言われました。この買取費用がこの事

業費に充てられるのかなというふうに思うんですけども、そうすると毎年本町が負担す

る事業費はどれくらいになるのかお答えいただきたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

田中財政課長。 

○財政課長（田中一之君） 

お答えいたします。全協の方で御説明申し上げてるとおり、一括事業費を６０億円と

した場合、その事業費から国費、県費、保留地処分金、これを除いた分が町負担となる

わけでございます。その部分については財源が起債であったり、あと財政調整基金等の

活用であったりするわけです。毎年度の負担ということですけれども、直近の過去３か

年の一般会計から区画特会への高田南の事業費に対する繰出金の平均額というのが決算

額で約４億円になっております。一括施工することにより施工期間５年間の繰出金の年

額というのがおおよそ６億３,０００万になると試算をしております。そうしますと、

現在の負担よりも毎年度２億３,０００万ずつ負担が増加することになります。その分



の財源の内訳といたしましては、起債とあと財源調整基金、これらの一財を活用させて

いただくということになってございます。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

そうすると、この保留地分の買付金額が約１０億ぐらいになるというような形でよろ

しいでしょうか。再度お答えお願いします。 

○議長（内村博法議員） 

日名子都市計画課長。 

○都市計画課長（日名子達也君） 

面積的に約２万平米でございますので、１０億となりますと約平米５万円という形で

ございますが、これにつきましては平成２９年度保留地を契約をいたしております。こ

の価格が約７万５,０００円でございます。平均的にです。ですから土地によっては５

万から６万ぐらいが大体適当かなというふうな感じがいたしますが、今現在のところ、

５万ぐらいで計算をしてるということでございます。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

平成２９年度の大体平米単価が７万５,０００円だということで、これについてはそ

したらいわゆる契約の段階で変わる要素もあるというふうに見てよろしいのか、そこの

ところもお伺いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

日名子都市計画課長。 

○都市計画課長（日名子達也君） 

単価につきましては、当然２万平米となりますと不動産価格がやはり若干平米価格が

落ちてきます。例えば、一般的な土地であれば約２００平米、６０坪ぐらいが大体１番

良い土地という形になりますが、２万となるとやはり若干平米単価が落ちてまいります。

これにつきましては、売る前に当然鑑定を行いまして、それに見合った土地価格を設定

をいたしまして、入札に掛けたいというふうに考えているところでございます。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

それで債務負担行為で５年間で事業費を支払っていくということですけども、保留地

は、そうすると契約の段階で向こう側から土地代が本町に入ってくるという仕組みにな

るものなのか、それとも土地ができていって、その分できていった土地に対してお金が

入ってくるという仕組みになるものなのか、そこら辺もお伺いしたいと思います。 



○議長（内村博法議員） 

日名子都市計画課長。 

○都市計画課長（日名子達也君） 

お答えします。本来であれば、保留地につきましては出来上がってからできた土地を

公募いたしまして、契約をするというのが普通のやり方と思います。今回の場合は２万

平米を先に買っていただくと、まだ土地が出来上がってないけども先に買っていただく

ということでございますので、これにつきましては、入札の前に実施方針の公表という

のを行いまして、これにつきましては当然、例えば最初からじゃなくて３年目ぐらいか

ら、例えば土地代を入れてくださいとか、そういったことでそれについては契約の時に、

その旨条件を付して、それで契約をしたいというふうに考えてるところでございます。 

以上です。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

なぜこういうこと聞くかというと、やはり町の財源の心配ですよね。毎年６億３,０

００万を捻出しなければならないと。その財源は起債か基金かということで、いわば町

長は先程、削減というか、どこかを減らして財源を作るというふうな仕組みも大事だっ

ていうふうに言われましたけども、そうじゃなくてやはり基金と起債でしかこの財源が

生み出せないという意味では非常に心配するところがあるわけです。それは先程も同僚

議員から出ました国県の補助が充分確定してないというところです。先程もありました

ように、全国でああいう被害があればそういう所に国のお金が回って、本来必要なお金

が長与町に来なかったという場合はじゃあどうするのかと。それも上乗せして基金や起

債を起こして財源を作り出すのかというところまで考える必要があるんじゃないかとい

うふうに思うんです。そこまで想定されて今回のこういう計画を進めていこうとしてい

らっしゃるのかどうか、そこを再度確認したいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

田中財政課長。 

○財政課長（田中一之君） 

国費、県費がこちらの要望するとおりに収入されない可能性があった場合に、うちの

財政が持ちこたえきるというか、ちゃんとできるのかという御質問だと思いますけれど

も、一定先程申し上げましたとおり、起債及び基金、それをもう最大限活用させていた

だくと、そういったことで対応は可能かなと試算はしております。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

５年間はもしかしたら大丈夫かもしれませんけども、全国の災害が起きてますけども



長与町でも何が起こるか分からないわけですよね。そういうときに本来本当に必要なお

金がそういう時に必要になったお金が、こういう事業の中でなかなか出せなくなるとい

う不安要素はないものなのか、私は非常にその辺を懸念するわけです。今の答弁も最大

限活用すれば大丈夫だということで、そこで枯渇してしまったら、本当に大丈夫かとい

うところなんです。そこら辺が大丈夫だと、本当に大丈夫だというふうな回答が得られ

るのか、そこが非常に、払拭できないといいますか。また改めて、今のそれにもうちょ

っと声を大きくして答えていただきたいと、何か弱々しいもので、自信が無いんじゃな

いかなというふうに思ってしまいますんで、再度お答えしていただきたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

久保平企画財政部長。 

○企画財政部長（久保平敏弘君） 

先程の町長の答弁の後段の部分に、時間が掛かればコストが掛かるということを申し

上げました。今回この一括施工を検討している大きな要因は、元々３０年以上掛かって

いると、住民の皆さんに非常に迷惑をかけていると、これを何とかしたいという町長の

思いがございます。それに加えまして財政的な観点といたしましては、一括施工による

効果を非常に期待しているということがございます。これはどういうことかといいます

と、全体事業費の縮減が可能となるということです。これは今後何年掛かるか分からな

いと、毎年確保できる財源の中でこつこつとやっていくというのと、５年間に集中的に

通してやっていくということを比較すると、当然事務費等々の間接経費は大幅に下がり

ます。それと直接経費、工事費、これも大型の重機を投入するというような形で、これ

も大きく引き下げられることを期待しております。それがまず第１点。あと高田南の１

番の弱点といいますか、課題は、支出するばっかりで保留地処分金がほとんど入ってき

てないというところです。出すばっかりで身入りが無いというところで、早期の完成を

目指して、早いところ保留地処分金を手に入れたいということです。それに加えまして

先程の旧道の尾公園の土地を現金化するという観点もございます。それともう１点ござ

います。これは早いところ、あそこを市街地として整備を完了しまして、固定資産税、

町民税の税収に繋げていくという３点がございます。ですから、私どもとしても非常に

大きな決断ではあると思いますが、中長期的には財政の健全化に寄与するものと考えて

おります。もう１点、１５億なり３億というものがある意味、取らぬ狸の皮算用といい

ますか、それが果たして大丈夫なのかという御懸念は当然でございます。それ私どもも

全く同じです。午前中の所管の答弁にありましたが、年度間の変動はあるにしても１５

億は是非確保していきたいということがあります。これは、それなりに自然災害が起こ

ってきました過去のその状況を見ても、あながち無理な金額ではないのではないかと、

それに向けて全力で努力をするということを申し上げております。ただ、そうは言って

も見込みどおり入ってこない可能性も当然あります。ですから、それにつきましては基

金の状況、それと起債がどういうふうに推移していくのか、それを当然ながら、入って



こない場合も含めまして想定をして、この決断に至ったというふうに御理解いただけれ

ばと思います。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

私は御存じのとおりこの事業に対して批判をしてきた立場です。工事を進めようとす

ればするほどそういう状況になってきたというのが、これまでの経過だというふうに思

います。今回こうやって一括して、何とか終わらせたいという思いは理解したいという

ふうに思いますけども、そこがやはり町政のこれからの運営に大きな影響を与えてはな

らないという立場から、今回の問題も提起してるわけです。そこで改めてお伺いします

けども、債務負担行為ということですんで、６０億が単純に毎年１２億ずつの負担とい

うふうになるものなのか、まずそこをお伺いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

日名子都市計画課長。 

○都市計画課長（日名子達也君） 

お答えします。６０億が全体の事業費でございまして、当然今から契約等々を行いま

すので若干の金額の差はございますが、約５０億という形で５年間でございますので、

５年間の中で１２億のときもあれば、それはもう年度年度で若干変わってくるというこ

とでございます。ですからちゃんと１２億ではなくて、ちょっと年度ごとに変わってく

るということでございます。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

その場合は、例えば国の補助金の関係だとか、今年度できる事業の関係だとかという

形で変わっていくというふうな捉え方でよろしいのか、お願いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

日名子都市計画課長。 

○都市計画課長（日名子達也君） 

お答えいたします。５年のスパンの中で工程を組んでまいりますが、その工程の中で

今年はこの工事、来年はこの工事をするということで工事費用を出しまして、その中の

費用として先程１２億で若干変わりますとお答えしましたが、それで若干変わっていく

というところでございます。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

先程、国費、県費は５年の中で１５億だとかいうふうな話をされましたね。そうする



と１年２年は通常どおりきましたと、３年目が半分になりましたと、次の年も半分でし

たと、そうなるとその５年目に最後きた場合には工期が延びていくという恐れは無いん

ですか。いわゆる入ってくるお金でできる工事ができないという場合、本来予定してた

国費が入ってこないとなってくると、その分工事ができない。工期が延びていくという

恐れは無いものなのか、お願いしたい思います。 

○議長（内村博法議員） 

日名子都市計画課長。 

○都市計画課長（日名子達也君） 

お答えいたします。議員御指摘のとおり、２年３年までは来たと、３年目４年目がち

ょっと少なかったというときには、その３年目４年目には国費が少ないですけども、工

事としてはしなければならないので、その分については単費等を入れて、ただ５年目に

ついては単費が少なくなるというふうな感じで、５年合計で１５億ということ。国費で

ですね、１５億ということで考えております。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

トータルすると、というところですね。だから町の負担もトータルすると平準化され

ますよということでしょうけども、町長、昨日でしたか、行政は生き物でということで、

やっぱりそういう意味ではこう日々対応をしていく課題があるというふうな形で言われ

て、その年に非常に大きく負担をせんばいかんというようになった場合だとか、そうい

うところ非常に心配なわけです。そこが先程言われる、こうすることで今後はいいんで

すよというふうに、そこも一定理解するところです。これが長く続けばそれこそいつま

で続くか分からないという状況もあるんで、そこも理解するところですけども、ただ、

やはりこの厳しい財源の中でたくさんのお金を捻出せんばいかんというときに、果たし

てほかの課題が犠牲になりはしないかというところを懸念するわけです。その辺は絶対

犠牲にすることは無いというふうに答えられますか。お願いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

今長与町の財源は、高田南というのが今から長引けばお金が掛かるということですけ

ども、現在の財政状況の中においたら、いわゆる社会保障費、こういったものが大きい

んですよね。そういったものの伸びというのが大きいというのが現状でございまして、

ただその中で、高田南土地区画整理事業につきましては５年というお尻を切ってやった

方が安く早くできるというようなことでございますので、これにつきましては財務とも

随分調整をいたしまして、これだったらできるというところまで議論をし尽くして、そ

れできております。したがいまして、この高田南の５年間の事業で財政そのものがどう



のこうのということではございません。だからそれに沿って、町としましても５年間で

１５億、国県からお金を何とか捻出していただくというような形で現在もずっと調整を

しております。国の方も、できれば５年間は平準化した形での要望を上げて欲しいとい

うようなところまできておりますし、県の方とのすり合わせにおきましても毎年毎年、

去年の暮れからですけども要望を出しまして、今年もまた県の方にも要望を上げていき

たいというふうに思っております。そういう形で、この分については工程に沿ってきち

っと進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

私は、ほかの本来せんばいかんという部分が、この財源でできなくなったっていう、

そういうものが無いようにしていただきたいと、それは約束できますかというふうに問

い掛けたんですけども、その辺について再度お答えお願いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

議員が御指摘のとおり、今長与町はいろんなことやってますけども、これによって事

業が滞ってるということは無いです。今まで町が、ただし、できないものはできないと

いうことで最初から皆さん方にはお諮りをしておりませんので、お諮りした分について

はきちんとやっていくというようなことでございますんで、その辺の御心配は無いんじ

ゃないかと思ってます。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

犠牲は無いと。できないものはできないと。ただ、この間の流れからすると、先日同

僚議員も言いました、なかなかこう町民の皆さんに対する政策がほかの自治体よりちょ

っと遅れてるんじゃないかと。住民としてはそこに期待する部分が多いわけです。ただ

そういう部分がやはり他町より遅れて、いやこれは長与町ではやる政策ではないという

ふうな判断じゃなくて、長与町もやらなければならない政策というのがこれによってで

きないという環境を作っていただくことは、やっぱりこれまずいなというふうに思いま

すんで、そこは約束したということですから、是非これを理由にいろんな問題をできな

いという判断をしていただきたくないなというふうに思います。そこで、次のエアコン

の問題もありますんで、ちょっともう１つ、先程６億３,０００万の内容を起債と基金

で対応するというふうに言われました。これ財源の内訳は今検討されてますか。６億３,

０００万の内訳の中身が教えていただけばと思います。 

○議長（内村博法議員） 



田中財政課長。 

○財政課長（田中一之君） 

あくまで試算でございますけれども、単年度で増加する分２億３,０００万、うち約

１億３,０００万が起債を活用、残りの１億が財調等の基金を活用するという試算をし

ております。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

了解しました。私、８月２１日に行われた長崎県の公共事業評価監視委員会を傍聴さ

せていただきました。その中で感想を言いますと、非常にわずか短時間の２０分足らず

でした。この高田南土地区画整理事業が議題になったのは。午前中は場所を見に行かれ

て、その後帰ってきてからの中身の審査ということで、そういった意味ではこの３０年

掛かった事業が２０分足らずの中で、結果的にこの評価監視委員会が出したのは継続事

業というふうな形で、それに基づいて、その後、国や県に申し入れをしてる部分がある

のかなというふうに思うんですけども、そういう意味ではこの３０年掛かった事業が２

０分足らずでそういう結果を見たというのが非常に、もう少しこの委員の皆さんに内容

も理解していただきたかったなというふうに思います。その中で出たのが、やはりその

財源は確保してるのかと、財源をどうするのかと言われてました。それを回答したのが

高田南の所長になるんですか、所長の方が、いや長与町は十分努力するというふうに言

われているということは、あっちで言われてました。努力の内容が今の説明の内容かな

というふうに思いますけども、やはり何度かやりとりしての、私が心配するところが全

て解消された状況ではありません。で、町長も財源を見ながら慎重にやっていくという

ふうに言われました。そういう意味では、今もうこの方向で進んでるんでしょうけども、

やはり国県の補助金の問題等も含めて、ここが本当にしっかり確定していく中でやって

いくべき課題ではないかなというふうに思います。そういう意味では、もう答弁は要り

ませんけども、やはりもっとこう住民の皆さんに、この問題がどういう中身が含まれて

るのかというところを知っていただいて、そういう取組もしていただきたいというふう

に思います。 

次にエアコンの問題で質問させていただきます。それで、先程同僚議員からも出まし

たし、このエアコンの設置についてはもう昨日、今日もずっとやりとりがされて、ほぼ

皆さん同じことを聞かれてるんで、私も同じ中身を聞くような形になると思いますけど

も、特に設置についての事業を進める側は教育委員会で教育長に質問いたしますけども、

やっぱり財源の問題になると町長にお伺いしないといけないところがありますんで、同

じ内容を聞くかもしれませんけどもお願いしたいというふうに思います。そこで１番最

初にお伺いしたいのは、先程も町長ちょっと触れましたけども、このエアコン設置がや

っぱり命に関わる問題だと認識されているかどうかと。先程も教育長もちょっと触れた



んで、十分認識されているというふうに思いますけども、やはりその愛知県の豊田市の、

ああいうことからするとやっぱりそういうふうな認識を持って取り組んでいただけてい

るのかどうかを確認させていただきたいと思います。お願いします。 

○議長（内村博法議員） 

勝本教育長。 

○教育長（勝本真二君） 

認識したからこそ今まで、昨年、議員が１２月に質問して一応３２年までには結論を

出しますという話をしてましたが、方向転換したのはそこがあると思います。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

町長にもちょっと同じことを聞きたいと思います。その命に関わる問題として認識し

て取り組んできたいと考えてらっしゃるのかお願いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

御指摘のとおり、なんとか来年に間に合うような形でやらなくちゃいけないなという

のは、やはり暑さの危険度というのがかなり高まっているという認識をしております。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

そこで、教育長の答弁が、私の答弁ではなかったんですけども先日からの答弁の中で、

ちょっと答弁の揚げ足をとるようで申し訳無いんですけども、このエアコン設置が課題

の１つだと考えているというふうに言われてました。課題の１つというよりは最優先課

題だというふうな捉え方じゃないんじゃないかなと、課題の１つとなるとほかにも課題

が幾つもありますよと。その中の１つですよとなると、じゃあ優先順位はどれなのかと

いうふうになりますんで、ここ最優先課題だというふうに考えてらっしゃるのか、そこ

を再度お伺いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

勝本教育長。 

○教育長（勝本真二君） 

課題の中でも、今回の件で最優先課題になりました。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

是非最優先課題というような形で取り組んでいただきたいというふうに思います。そ



こで最優先課題だけども、今の状況を考えると、少し県下の自治体がああいう表明をす

る中で、少しテンポが遅れてるんじゃないかなというふうに思うんですけども、それに

ついてはどのようにお考えでいらっしゃいますか。 

○議長（内村博法議員） 

勝本教育長。 

○教育長（勝本真二君） 

昨年もこちらとしてはなるべく早い時期にと、テンポとしては私達なりには少ない人

数で準備はしておりました。ただ、どうしてもいろんな諸般の事情がありますから、私

達がお金を出す執行機関ではありませんので、その辺があったもんですから私達なりに

は準備はしておりました、ということで終わります。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

というのも、今回の同僚議員のやりとりを聞いてて、機種の問題だとか、どういう形

で工事をするかとかいう問題だとかが今からだと、課題研究がですね。実は私、平成２

６年３月の２６年第１回定例議会で、前の黒田教育長のときにこのエアコン問題の質問

をさせていただいて、そのとき前黒田教育長は試算を言われたんです。試算どれくらい

掛かるかということで、このときに４億６,５００万ぐらい掛かると、ランニングコス

トは１,０００万だというふうに言われてたんです。ただ、今回の質問の中ではどうい

うものを付けるか分からないから今からだというふうな話だったんですけど、この４億

６,５００というのはどういう試算だったのか、そこが教育委員会に引き継がれてきた

のか、どういう状況ですか、お伺いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

宮司教育総務課長。 

○教育総務課長（宮司裕子君） 

以前、黒田教育長のときに答弁されたものにつきましては教育総務課としても持って

おります。ただ、まだ教育総務課として調査をまだ進めていかない部分がありますので、

今回の答弁の中では細かい数字というのは公表していないという段階になります。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

ですから、私、これより高くなるか安くなるかというのは分からないと思うんですけ

ども、以前やっぱりそういう試算をしてるわけですから、ここを基本に、これだけの費

用が掛かりますよというのを町長なり、財政なり、そこから始まるともっと進んでたん

じゃないかなと。今からですよというのが、非常にやっぱりワンテンポもツーテンポも

遅れてる状況をちょっとこう懸念するんですけども、今後の検討スケジュールはどうな



ってますか。そこがあれば教えていただきたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

宮司教育総務課長。 

○教育総務課長（宮司裕子君） 

まずエアコンの設置についての調査を行いまして、そこから詳細な設計を組んで、そ

の後工事の方に掛かっていきたいというふうに考えております。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

調査がいつぐらいに終わる予定ですか。 

○議長（内村博法議員） 

宮司教育総務課長。 

○教育総務課長（宮司裕子君） 

こちらもまだ予定になりますけれども、１０月中には調査が終わる予定で現在のとこ

ろ進めております。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

先程も同僚議員といろいろこのエアコン問題で話したんですけども、全国的にやはり

付けないといけないという動きが出ると、私は遅れれば遅れるほど機器の問題だとか発

注する業者の問題だとかというのが出てくるというふうに思うんです。これ町長にお願

いしたいのは、先程やっぱり命に関わる問題だという部分も含めて、集中して、このエ

アコン設置について取り組むプロジェクトチームか何かを作る必要性があるんじゃない

かなと、今教育長も言われた数少ない職員の中でやってるんだということですから、ほ

かの職員も協力してやっていこうというふうな思いに至りませんか、町長。町長の答弁

をいただきたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

この問題につきましては今縷々お話ししてますけども、教育委員会を中心にずっと研

究をしてもらってます。したがいまして、今回遅いという指摘がありましたけども、遅

いわけではなくて、やり方、例えば電気がいいのかガスがいいのか、あるいはプロパン

がいいのかというようなことも含めまして、もう教育委員会の方では実は検討しており

ました。ただそれの部分でイニシャルコストとランニングコストありますので、そんな

のを踏まえて最終的にどうするかという部分を今から教育委員会の中で詰めていくとい

うことでございます。 



○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

最後に聞こうかなと思ってたんですけども、来年の夏には取りつけたいというふうに

お二方も言われましたんで、やはり、それは最大限努力すべきだと思うんです。物理的

にできない部分があるかもしれません。ただ、それは努力した結果であって、努力をす

るプロセスが大事だと思うんですよね。そういう意味では、今、そういう努力を、なか

なか人が足りないだとか時間的に厳しいだとかと言うならば、そうじゃなくて、いや、

このペースでいいんですよと、このペースで必ず夏に付きますよという話なら別ですけ

ど、このペースでいややっぱり付きませんでしたでは、なかなかそこは、じゃあ何をや

ってきたのかというふうに問われかねないというところで、そういうふうに集中して取

り組む体制が必要ではないかなというふうに思うんですけども。これ町長はなかなかで

きないと言う、教育長はいかがですか。そういうふうにしていただいた方がスムーズに

いけるんじゃないですか。お願いしたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

勝本教育長。 

○教育長（勝本真二君） 

どうしても急々に、やはりどうしても町長もおっしゃったようにイニシャルコストと

かランニングコスト合わせてのトータルコスト辺りがあるもんだから、やはり早急にポ

ンと判断することはできないと思うんです。やはり時間が必要だと。人員を増やせばと

いうことなんですけど、そういう急々にきたからすぐ解決するというものではありませ

んので、もう少し時間をいただけないかと思っております。何しろ居る人数で精いっぱ

い努力をしてみたいと思っております。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

それに期待したいというふうに思います。それでやっていけるということでしょうか

ら。ただ冒頭聞きましたように、命に関わる問題と認識してるんだというところでは、

これはやはりこれまでも答えてるように、もう来年の夏はエアコンが効いた中で学習が

できるという環境を整えなければならないというふうに私は思いますんで、今、この体

制でやれとるんだという答弁なんで、是非それで進めていただきたいというふうに思い

ます。最後にといいますか私の答弁に対して、まだ早い時期にというふうにしか答弁い

ただいてないです。この来年の夏というのが、どうしても同僚議員も再質問の中でしか

答えてらっしゃらない。教育長はですね。町長も含めて。だから、ここは再度お伺いし

ないといけないんですけども、来年の夏という形で努力をされていくということで再度

確認したいというふうに思いますけども、いかがでしょうか。 



○議長（内村博法議員） 

勝本教育長。 

○教育長（勝本真二君） 

夏、できるだけがんばってみたいと思います。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

町長にも改めて、実は町長、先程、饗庭議員の質問の時に８月までと言われたんです

よ。８月夏休みなんです。その前に付けないと、ちょっと勘違いされて答えられたのか

なというふうに思うんですけども、ですから８月じゃないということで、是非町長も含

めて、来年の夏は子ども達が、夏というか６月か７月か、それまでにはやはりそういう

環境で授業を受けていただくような状況を作っていただきたいというふうに思いますけ

ども、町長に対しても、再度答えをいただきたいと思います。 

○議長（内村博法議員） 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

８月と言ったんだったら失礼いたしました。夏休み、夏に入る前にできるように最大

限努力をしていきたいというふうに思います。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

終わります。 

○議長（内村博法議員） 

これにて本日の日程は終了いたします。 

本日はこれで散会いたします。お疲れ様でした。 

（散会 １６時０８分） 

 


